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:&ユーザーズガイドにおいて BJ 明されている各ソフトウェアは.ライセンス35るし你ロイヤリテ 
イ®的のもとに供 isen ています1ソフトウIアおよびそのマニュアルは，そのソフトウェアラ 
イセンス5?的に fe とづ贓の g^B 任者の S 理のちとでのみ®用することができます。 
それ以仍の: JR 合は当 K ソフトウエア供給会社の承塔なしに* TOBi で e 闳することはできませ、 


Microsoft • MSOOS は，米 E マイクロソフト社の 8HSW です：以下 MSOOS と雀略し*す， 
Microsoft. WifKJGws®9B. Window,NT 0、 米国マイク□ソフト社のてす。以下 


Windows^98. WindowsNT と爸賂します 

Internet E^pfcfer は米国マイクロソフト社の SS * 商探です: 


PS /2 は米の登轻3)樺で t 


WlnBook Quattro/X 
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はじめに 

このたびは， ソー テック WinBook Ouattro / X 5 
お爾し、上1九、ただき、まことに®0がとうござい 
ます. ソー テック WinBook Quattro / X は 、 SIR 
»の1024 X 768 ドットワイド B 宜に HU CO 
ROM ドライブやステレオスピーカ、マイクなど 
のマルチメディァ««を樺準で格*するなど、 
Windov / s ^ 活用するための数多くの嫌 li をコン 
パクトな A 4 ファイル TM ズで突91しています • 
この:！ーザーズガイドでは、注厭していただきた 
いことや S 本的な S いかた • および、より有 5 S に 
活用する方法を7つのセクションに分けて说用し 
ています • 

ソーテック WmBook Quattro/X を正しくお使い 
いただくた©にち.必ずこのユーザーズガイドを 
お«み< ださし、 


WmctowBAOIEft 後にデスクトップ面2に 8 m 
されるめに J 3 R みくだ？い J は.必ず JSR 
み < ださい. 

この中には、 WinBook Quattro/X を使用され 
る上で靈 B な馕*が紀述されてい*す • 

待に Windows ^ 甬インストールする 壜 合は 
「始め(こお R みください J に霱かれているとお 
りにドライバーなどのインストールを行なわな 
いと WinBook Qu 8 ttro/X の性*®充分発揮で 
5ないばか0か、一 S の*作しなくなる 
場合が¢0ます。 
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この E 扱 K 明霤では、 》 品を正しくお使いいただき•あなたや他の人々への憑霱や财 S への損 
S を未然に防止するために、いろな•絵表示をしています • その表示と*味は次のようになつ 
ています， 


A この*示を》用して、«つた K 0 圾いをすと、人が死亡求たは靈*を負う可 ft 性 

び想定される内 S を示しています， 

A :: J ： 音この5示を箱携して，坦つた取0扱いをすると'人が傷5を負う可雇性び»定ごれ 
W ェ風 る内容および梅的攢害の*の発生び gKC される内容を示しています • 


( SK 号は«止の行為であることを》ブるものですの中や近谤に具体的な狭止1 
内 gtf 描かれてい*す • 左0の*合は(■分解媾止 J とい3慝味です。 


參記号《行為を規制した0«示する内容を告げる6のです。0の中 I こ興体的な捃 
示内 S が描かれています • £ E の壩色は「鞴*プラグをコンセントから抜け J とい 
う*眩です • 


€ 


△曾告 



•洗い壩 •* 呂壩では使用 
しないでください •火災 
SS の B 因となり*す e 


❶ 

❶ 


•付«の AC アダプタ以外 
は使用しないでくださ 
火 W の JP 因とな0 

ます • 


•電*が 100>240 V の B 
囲内で iB ることを BSE し 
て使用してくださし八 
100 .240 V を S える飗 
»を®用すると火災® 
霱の©@とな0ます • 


⑤ 

C 

電灝プラグ t 
饞< 


•«对に分解したり仔理 
改造をしないでくだ ? ru 
火災や B 驪の限因とな 
〇求す。家た, 無*補味 
の対象外となり苯す， 
は販无 a にこ•相软 
ください • 


♦AC アダプタから洱かこ 
けるような CM がしたり， 
S ® がかな0熱いとき 
は龕5に霱源プラグを 
a いて<ださい • 
そのままこ•怯用になると 
火災 感■の！！因とな0 
ます•販充 S にご相 K く 
ださい. 




•熱の死生*の近く. 
日光のあたるところ 、 R 
B 性ガスの®る 
ほこりの多いところ、使 
用晒細 (1 O -30 C )/ 
使用® H 3 S (20 〜 
日0%>を超える*囲で 
は便甬保存しないでく 
ださし、 

用する場合^、 
本《の旺邪び発麗しま 

すのでの上に■い 
て®用しないで<ださ 
し、（発熟することは两 
常ではあ0ません • > 


參ディスプレイを閉じる 
と5は.キーボードと 
の*にボールベンなど 
のびないかどうか 
■霹してください•興 
I 物を挟んだまま、デイ 
1 スプレイを S ! じますと， 
ディスプレイを破»す 
る恐れがあります • 








拳パッテリは火気の近く 
や BM □光の当たる壜 
所で使用，放*、充霭 
しないでください•危 

嫌防止の保膜 a 路ぴ》 

n , r 熱 •« 火の»れ 
が 350 ます。 


•バッテリ充霣時に、所* 
の艿*時琿を a えても 
充_が完了しない*合 
は、？5颺をやめてくださ 
し、•その**开■を« 
けると•発《.発火、® 
»の恐れが*ります • 


鲁パッ テリは •危嫌を 防止 
する ための 保謹袭 ■が 
坦み 込ま n ているので * 
分解 •改 a などしないで 
<ださい • 保獲袋 ■が 
壞れ、発》•発火®裂 
の® れび«)ます。 





籲パッテリを水や.*水に 
つけた0•灣らさないで 
ください•パッテ•」の» 

損や性 figs ® を e 下 
させる»[因とな〇ます， 



ほ 51 につい r j 


保 E 閑間中に万一故»した場6は.■の記載内容にもとづき蘸料修 S いたします • 
M しくは保 M 霱をごらんくださし、 

保 E 期 W 後の ft 理については、お■い求めいただいた販; CS 求でご相肢ください • 

理によって#持できる！■合は，お客さ*の CS 3 によ0有償 T •修 S いたします • 
保 E 書は.お買い©けいただいた販店で.所定攀«を纪入のうえお受け取0にな tX 
大切に保■[してください • 

本觸品を、分解、改通された場合、保 m 期《で》っても簡》保鑤の対象に《な〇 
蒙なん^蒙た、錄«时応もで5豪せん • 




參《3ディスプレイは 
先の尖つたものでた 
たいたり、引つかいた 
0しないでくださし、 



ノ\_ドディスクやフ 
□ツビーディスクが 
_中®ときは、移歡 
させないで < ださし、 


•本8品にインストールされている WirxJcwst および各糯ユーテイ U テイソフトが収雄され 
ているフ□ッピーディスクは大切に保存してくださし、 

♦八ードディスクに保存したデータなどは、®明的にパックアップをお取りください • 





_身»アイスプレイの巧れは、’;■漂でやわら01遭し 1 た布を » A から 
して < ださし、 

籲フロッピーディスクドライブは、* ato クリーニンクディスクを®つて、 
定期的にクリーニングしてください* 


• カラー; M ディスフレイ35よびゾてッテリは消耗で T , 

カラー麻 S ディスプレイは非点灯常锊封了などの®*するこ • 
• カラー通®デイスフレイは*!示内容によっては明るさの C らが充生 7 J 


リこよつては明： 
使用田@»»が ft いと紊た窣 WBBI 傳が冷え5 

ライ 
にし. 


卜び 「由 fi しない j 、 r 甲蓋する j 、 

しばうく當》1 o 〜30 tw » 墁 ca 雪した》 


•-と⑽〇含 すブ aw * では矛•ウ菜せん， 

ること tr *350 S 了が故！•ではすせん0 
:>てし必ときは、 WP を ON にしてもデイスプレイのバック 
など_状びでま孓。この增合は* 一#本体の®*を OFF 
ft . 
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2 文字を入力する . 

入力方法について • • • • • 
文宇入カキーの使いかた 


第③章マルチメディアを楽しもう 

1サウンド機能を使う . 

内 K スピーカについて . 

内 R マイクについて .. 

マイクや外部オーディオ fc 器を格 K する . 

2 COROM を使う . 

CD - ROMS ® うときの注* . 

CD - ROM の出し入れ . 

3マルチメディア簡能を使う . 

^ ^ ^ ^ ノ^ • • •••••*•••••••••••••••*•••• • • * 

メディアブレーヤー . 

サウンドレコーダー . 

ポリ ユー ム3ントロール . . 


第省章 システムを拡張する 

1 PC カードを使う . 
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力ードサイスについて .. 

カード《>»き«し . 

モデムを使ラ 

LAN カードを®う . 


505051 
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6262626263636565 


9 
































2 ハードディスクドライブを交換する . 66 

八ードディスクを取り外すには . 66 

ハードディスクを取り付けるには . 67 

3外部キーボードやマウスを接統する . 68 

4外部モニタを接铳する . 69 

ディスプレイのを拉 S するには . 70 

5 lr 0 A ポートを使う . 71 

6 USBJK — 卜を使う . 72 

USB について . 72 

USBHMKD 取0付け . 72 

第章システムの設定を変える ( BIOS ) 

1システムコンフィグレーシ3ンの投定 . 74 

システムコンフィグレーシヨンについて . 74 

メニューと»作方法について . 75 

日付と時刻をする . 76 

万法を SS する . 77 

各種入出カボートを投定する 77 

入出カデパイスを KE する . 78 

パスワードを設定する . 79 

表示モードを投定する . 79 

システムをチェックする . B 0 

システム惝報を*示する . 80 

システムコンフィグレーションのその他の投定 . 81 


10 



























2 パワーマネージメント* R の . 82 

ノてワーマネージメント «* を投定する . 82 

サスペンド*能を S 8 定する . 83 

スタンパイ義能を投定する . 83 

スタンパイモー K * W ) デバイス«&作を KS する . 83 

レジューム嫌明をる 84 

黼告音を SS する . 84 

3投定内8と初期 僅 一 K . 85 

第章トラブルが起きたら •• • 

1トラブルの原因と対 SQ 7? 法 . 90 

Appendix 

1 Windows^SB でのパワーマネージメント 撮* の使用 . 96 

2 #外線通*【こついて . 97 

Wmdows ®98 のケーブル播 K .. 97 

3索引 . 98 


11 

















△注意 


ユーザーズ ガイドの読みかた 


〔ージの構成は.次のよう〖こなっています, 


お侵いになると e や操作 
しているときに、 w に注 
_していただ9たと 
で ？• 


アダプタの擠躞 

raror . rr 7 v »« 


とバッチリの升•不 


if>Fv/ ； v?i.aiNi* 
.tt ao. Kr^y riT»fuii^^«* « 


J AC ア，フク PW_ と It 霉 

AC79P9M . A ： 3 :， ン ll * FUII » 

•^'■1 ■- « A «* vnraAC£vePBrAr 


aBBSBB 


インデックスについて 



クイックインデックス 

W いているベージの大 H 出しです* 
左右田ページにスしがあると 
芒は 2 つ入つています • 
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チャプターインデックスとクイックインデックスを使うと I 索華く目的のページを採 
すことびできます。 










この:！ーザーズガイユーザーのレベル r > 使いかたに応じて大きく6つの G クシ 
ヨンに分けられていま 


付 Mffi の僅15ぴ5冥»に電»弩入 H て Wirvtokvs * を立ちあ 
ける茨でを**に R 明しています*お貨い上げ後初めて任 
ラときには必 9* お R みくださし、 


スタート アップガイド 


F ー ボード上のキーの位驪と覼期 • および文罕の入力方法 

キ-ボ-卜⑶れていない抑 キーポード操作になれよう 


Wirxjows * のマルチメディア撕*. S よび本 » fi の”ウン 
ド禳*と CDflOM ドライプの使いかたについて*明してい 
\ »す • 


マルチメディアを楽しもう 


/ PC ヵー 
f よび外15 


ド獅た、ハ-ドテイス溫赚》 


部®®糴霸の格»方法について8 


yZl^o 


システムを拡張する 


/システム U ンフ • 
I S ® や.パワーて 
こついて»男して 


U グレーシ3ンを SE つたシステムの设花の 
S ® や.パワーマネージメント礮晚の fi 京を8更する方法 
:»男してし、ます • 


システムの設定を変える ( BIOS ) 


/卜9ブルが R 
( てい求す•う: 



生したと5の W 3 と対®方法にゥいて K 明し 
す，5まく fetT しないと5などにお«みくださし、 


トラブルが起きたら ••• 


本ユーザーズガイドの索引.本 Wfi の仕樋にフいて K 匿し 
てい家す.必 IM こ拓じてお R みくださし V 


Appendix 


コンピュータにるのは初めてという方や、コンピュータに《家り II しくないという方は， 
「第〗章スタートアップガイド」と HR 2 擊キーボード操作にな n よだけお供みいただけれ 
ば，ひと通〇使いこなせるようになり；す • 

マ ju ^ メディア機矩や COAOM ドライフを活用した:〇. pc 力ードを使って槪變を tt * する®ど. 
本 製品を よ〇«功に活用しようとする塌合〇：. r 第3 輩 マルチメディアを豪しら 3 j r *4 鑷 シス 
テム在 a * する j をおおみくださし、 

また、パワーマネージメント槺蘸の KE を S え fcO . システムを B 分好みえようと it 
る壜合は、 ri »5 隳システムの iS ^ を変える J を I 5 R みください • 

«：>てし必ときに utr か•おかしくなったり.かのトラブルが究生した•合は • 「第6讎トラ 
ブルが gtt たら… J せおおみくださし、トラプルを解決する手助けとな* C とでし名ラ- 
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本 » a の!？用中に河ら two トラブルが発生したときは • 89ページの r #60 トラブル 
か ee たら… j のページや、ブレインストールされている r はじめにお tt みください J 
をお»みくだ sia «況に応じた解決力法が書かれています， 


ユーザーズガイドを r んでもトラブルが解決しないときや、わからないことか出てき 
たときは、のテクニカルサボートセンタにお«い否わせください。 

• st » をかけると e は • • • 

霜除をかける前には、次のことを ws し * 本を手元に用*しておいてくださし、 

， お S 機のお名前. ilf8 先 
-本»品を_入された版充店.代理店の名称 

• 本»品のシリアル番号または 》 as 号（本 ass 面のラベルに印 m して®〇ます） 

• トラプルが起？たと e の伏況と状求たは、問 b 点ので e るだけ»しし奶容 

•テクニカルサボート FAX シートを使うときは •• • 


本»®に付輯している r テクニカルサボート FAX シート記入用 «J (こトラブルの内 S 
や KHifl を E 入し， FAX で送付します* 


ソー テックテクニカル サボー トセンタ 

霉話番号 045-224-1125 
FAX 番号 045 -224- 1126 
E-mail support @ sotec.co.jp 

S * 日： 月*日〜土*日«8し、祝祭日および社»定休■日を除く} 

«付時間： 月〜金.日10: 00〜20: 00 

土，日 10: 00〜18: 00 


塞 B の18送，またはを送付するときは以下のところへお*しぃいたします。 

なお、ご発送の断こは必ず«入時と向じ«包 (《 包箱、パッキン〉にて CS 3 くださ“ 



干24&0013神奈 m 稱横浜市京区中田爾 1-5-5 

株式会社キヨウデンビーアンドオー内 
ソー テックサービスセンタ 


注簠ハードディスク贅筆8する壩合はドライブのみの修理もしくは交#となります • 
記情されているアプリケーシ a ン、データ等の保復 B はいたしかねますので 
■饔なものについては必 T パックアップを取っておいてください， 

八ードディスクの内 S を出すは，••にて受て15り*す • 
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スタートアップガイド 



各部の名前の播於と. 额 に取 S 5入れて Windows ^ 
を立ち上げるまでを，期を邋つて R 明しています • 
本》品をお翼い上げ後 • 初めて使うときには必ずお 
R 3 K だ 




J 


U 


1 .WinBook Quattro/X の機*を知る . 16 

2 SB 5 の名前と•蛇を WST る . •••• 18 

3. AC アダプタの接規とバッテリの充« 24 

4 ®»®ON/OFF と UtZ ット . 28 

5. タッチパッドの使いかた . 30 

6. Wlndcws^tD 使いかた . 31 

7 fi 面の解像度などを®える . 35 

8 スタンバイ WS とサスペンド《聒をる 38 
9. スピーカの齷■を設定する . 40 


10フ□ツビーディスクドライブの使いかた 41 










WinBook Quattro / X の機能を知る 


WinBook Quattro / X の主な播斯や特展を紹介します • 


• A 4 サイズ、聲さ 45 mm * 


春1024 x 768ドットの XGAW 6 



• 1 3.3 インチ TFT カラー液麄ディスプレイ 


♦疆大6万5536色表示が I 5 K 


參マルチメディア対 
PR 05»， ウントつ 


#雇税式大 R 屋 HDO そ 


I ® のサウンドブ5スタ 

卜 mgsci 

DO 蓍灌臚 Ml 


參タッチパッド 


參騙大以 «» COROM ドライブュ: 

m 事装钃 


•スヂレオスビーカ 


參3モード 3*5 インチ FDD を槽窜» 


• USB ボート*價 


參内 a マイク 


• PCMCIA カードス〇ット 
TYPEIIX 2 スロット*袤たは 
TYPEfflxl スロブトを檯 ® SH 







スタ—卜 7 ツプガイ K 
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© PC カー ドス□ット 


OLCD カバー 9 ッチ 

ラッチを右へスライドして，見やすい》*«爹で_けます • 

❼ LCDS 面 

文宇やグラフィックが5示されます，パワーマネージメントのによ9コンピュータび翻 
作していなければ.目動的:こ R 示び滴えるようにすることもで5豪す •（_ B 4 ページ） 

❸* * スイッチ 

を ON / OFF することができます，また，システムコンフィグレーシヨンメニューの»定に 
よサスペンド状態にさせたり，サスペンド状®から fc 作状!*に RT ことができます • 
(今83^-ジ》 

〇ステータス LED 

_ n 状©を«示します， （•♦ 23ページ） 

0キーボード 

キーを押して文 T を入力した CK コマンド(食令)夺送ります • 

❻内*マイク 

fi 声をコンピュータに®0込 C ことがで S ます • <今54ページ） 

❼タッチパッド 

相を»くのせて_かすと.カーソルが移翻します • 30ページ） 

©タッチバッドボタン 

それぞれ.マウスの右ボタン • 友ポタンに対応しています •（4 30^—ジ〉 

© PC 力ードス□ットイジェクトポタン 

カードイジ！:クトポタン柙すと、カードが少し飛び出し求すので，ゆフくり51き扱き家す • 

©PC カードス□ット 

PCMCIA 供格: Pft ^ PC 乃ードを»珊します • （令62ページ） 

® ヘッドフォン 

ヘッドフ: r ンそ接«します • fi 由はステレオで出力 zrn 家す • 

©LINE OUT 

コンピュータ内期の«_在外®に出力し求す • 

€>UNE IN 

CO ブレーなどの外»オーディォ 《 K を播班7る C とに本 0. 外 S の•奄コンピュータに 
取0込むことびでさ家す • 

B こ TB それが》りますので、置■には注篇し 


△注意 



突然大きな蠹が霸 

てください • （呤55ページ） 


®MIC IN 

マイクのケーブルを#»することにより.外85の8鬲を::ンビ3—夕に®0込むことができ 
打 〇 (4 55^- y ) 

©外® キー ボード/マウスコネクタ 

PS /2 キーボードやマウスを播《することびでさます • 4 68ベージ） 

©冷®フアン 

n 明コンポーネントびオーパーヒートしなし从うに冷 a します- 

データ通信ボート （ IrDA ポート} 

«のノートパソコンやフリンタ》どに X 重のデータ€离8に£3するのボートです • 1磚71ページ! 

❿カパースイッチ 

カパーを BB じると LCD パックライトを«します • 

A J±)B HDO / FDO アクセスランプがしているときに電潭を OFF にしたりリセット 
さないでください • データが》■するおそれが¢0ます*また、電*雹 OFF 
にした輿び霜*蓍 CHVJ に T る場含は5秒以上用つてください • 






ラッチを右へスライドしながら，カバーを翮けてください。 



〇ステレオスビーカ 


Odc 入力 
コネクタ 


〇バツテリ 


〇ハードディスクドライブ 


❷ CD - ROM ドライブ 


© AC アダプタ用ドア 


❸フ□ツビーディスクドライブ 


❺八ッテリ固定用フック 


©パラレルポート 







〇ステレオスビーカ 

ステレオスビー;} です • 54ページ1 
❷ CD-ROM ド5イプ 

CI > ROM を!•入します •（4 57ページ） 

❸フロッピーディスドライブ 

フ D ッビーディスクドライプを 班嫌で 5ます〇 

❹八_ドディスクドライブ 

八ードディスクを®0出すときに • ドアを明けま T， 趣 R 司！! W2S インチ八ードディスクド 
ライフが収納さ n てし〗爹す c 
❺バッテリ固定用フック 

パッテリパックを*り出すときは.このフック奄スライドさせ r フック〇ック奄屻»します- 
H 2的ージ> 


△注意 


AC アダプタそ»鰱していな Utt 縷で.コンピュータが動作しているときにバ 
ッテ y パックそ取り出さはいでください • 


❻パッテリ 

パッテリを® D 出すときに、カバー Mi プ求す,内 KAC アタフタをこのス〇ットにインスト 
ールでき家す • 

❼ AC アダプタ用ドア 

内蘧 AC アダプタ5使用すると5にこのドアを Wilt ます • 

ODC 入カコネクタ 

付属の AC アダプタを推《し家す • （今24ページ） 

©ケンジントン □ッ クキーホール 

S 鳎防 It 用の〇ックに使用するための ITT です • 

•US 日ボート 

USB « 格摩職*！ を播《し爹 T * (今72ページ） 

❿シリアルボート 

モデムなどのシリアルボートを*うを播«し家す，過常 rcoMij にされ赛す 
び、システム id ンフィクレーシ3ンで rcoM 2 j 〜 rcoM 4. に*えることがで e ます • 
(令77ページ） 

©パラレル ボー ト 

プリンタを播 R し家す*パラレルボートになつてお〇, a 常 「 lptij に»定さ n ますび•シ 
ステムコンフィグレーシ3ンで他の拉^こ変*!で亡承す，73ページ） 

©ボ_トリプリケータ用コネクタ 

9 WCD ボートリプ L ； ケータを播《します。 

« W » CRT ボート 

外# CfH ■ディスプレィ奄播«し丨す* (—69^ —ジ） 

©TV OUT 

コンピュータ内 S のデジタル曲像を外»テレビ!こ出力し？:す e 
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j 底面 

❻オブシ 3 ン ❺ CPU カパー 



OCD . R 0 M ドライブ 

COROM ドライプを®り出，ときに！出し家す。 

A 注童ド5イブ奄交»するときは、必ず電漏 《 OFF にしてください。 

❼ CD - ROM ドライブ用フック 

COTOM ドライプを明り出すと5に，フックロックを 解 味し家す • 

❸フ□ッビーディスクドライブ用フック 

フ□ッビーディスクドライブ，取0出すときに、フック D ックを解雄し家す • 

〇フ□ッビーディスクドライブ 

フ□ッビーディスクドライプを取り出すと亡に引き出しま 

A 注贲ドライプ费交播するとき《，必ず ■灞弩 OFF にしてください • 
© CPU カバー 


❻オプションデバイスカバー 

: r フシ : j ン デバイスの取〇付け，取り外しのと*に.乃バーを两け爹す， 


スタ—トアップガィド 
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ステータス LED について 


コンピュータの ft 作 tt ® をステータス LED で表わします。そ n それのマークと点灯状 
«の1«は次の通りです • 

❶ MLED ©パッヂリ LED ❸ AC アダプタコネクト巧 «LED 

I 1 1 办”フぺ v 々フ1 m 



❶ HDOLED ©Num ロック LED ©CAPS ロブク LED 


ゴ' OS*LED 

@ 固 OK ^ ，JL£D 


AC アダプタが«« 


»されてい 


必とさに京 fi します • 


»を5示し家す • 


i ) 

n 

H 

□ 

& 

ffi 

ffi 


®AC アダプタ 

コネクト/充電 LSD 

〇サスペンド 
スチータス LED 

OPC カード LHD 
OFDOLED 

OHODLH3 
❻ fSkjm □ック LED 


©CAPS □ック LED 


❿ SCRL □ック LED 


す《 H 2^-V) 
かのときは. 


AC アダプタがさ n ており、バッテリび死のときは. 
オレンジ色に点 fj します • フル充驪状®になると》色 I こ由 
します • ページ） 

サスペンドモー W とさに点 fl します。 

PC カードス□ットびアクセス中に Ofl し爹す • 

フロッピーディスクド9イブや SuperDisk ( LSI 20) へ 
のアクセス中に点 fl します • 

八—ドディスクドライブへのアクセス中！；:点灯します* 

[^□ Tl キーが□ック状¥のとさに盘灯します。この状》 
で M キーと讲用することで二3 — メリックキー【テンキー) 

が ff え》す* 

l ^ uciO キーが a ック状_»のと g に魚〇しま t , この状明 
でシフトキーを ff ご，にアルファぺツトの大文字を入力す 
ることびでさ挈す， 

キーが□ック U _ のと g (こ点 fl します,この吠鶊で 
の•能は.アプリブーシヨンにより*な9ます_ 


A 注責 HDO/FDO LED が点 n しているときに電* そ OFF にしたりリセツトさせないで 
ください*データが醺壊する《それが あ 〇冡7。蒙た.電*% OFF にした縑， 
丹び M を ON にする場 Stt 5 砂 以上得つてください • 
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S) 


AC アダプタの接続とバッテリの充霉 


本の嚅灝は、付两の AC アダプタを ® つて AC コンセントからとる方法と、パッテ 
IJ パックを使う万法の 2»0 あります • 




初めて使うときは • • • 

バッテリはフルに艽爾されていない tt 限(十分に充罐されて ua い伏 ») で出 wa ： n て 
し、家す。初めてお使いになるときは、バッテリパックを取り付けてから .■ 粟を入れて、 
目動的にプスペンドモードに入るまで放 a してくださし、 （ AC アダプタは接規しない 
でください。）その後、 « 拥を切ります， 

アダプタの接続と充* 

AC アダプタは、 AC] ン tz ントから電»をとるときだけでなぐパッテリパックを允 
a するときに使い《す。家た、充も本《品を動作させることができま t ので 、 as 
■ い上げ * 最扨に * うと！ s は、まずパッテリパックを装着して、充 ■ をしてください。 


△注意 WJ ■の AC アダプタ以外は、絶対に使明しないでください • 


7 AC アダプタのプラグを . 本体右 *! 面の 0C 入カコネクタに曾し込みます • フラグのもう一 
方を AC3 ン它ントに ® W すると，とバッテリ LED が众 nu 充 ■ か始爹ります • 



d AC アダプタコネクト / 充罐 LED び!!.色になったら充霸です。バッテリのみでお ® 
tVD と 5 は AC アダプタを取 0 外してください c AC 電深でお®いのときはこのままにして 
13 さ家す t 


使用できる ac 電漏は«ボルト？ 

本* Att に龙打の AC アダプタは •1 COV か 6240 V 窯で 
して CDS 鼸的にわ0¢▼ので • 鴻外などで 
し〜になれ家す，外で使うとさプラブの形状び颺なる 
ことが®0ますので C 注載くだ3い •） 


g Note l 充電待*!について 

±<死■さ n てし用い状®からフル充矚される*でには v 
3へ4«雌かか 0*7. 
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パッテリ LED の*味 


尸ダ^夕 ewMtg nr い g い!■金！！. M o » r す, 


AC アダプタコネクト/充* LED の肅味 

j ac アダプタげ績 y れ t «9. パッテリがフ n^iit 電て? I てし生. 
オレンジ無〇篇〇 ^ac アダプタ鐘職 gitrao . パッチ リ i/w k w で _• 
»n I ac アダプタが格《»•されていなし访 wsn 


j バッテリ残屋が少なくなつたときは 


パッテリ«量び少なくなつてくると、次の摩ザで霤 a を発し*す， 


► 1 .5 秒お S にビープ B が_0、 ttRLED び2 

秒おきに点滅しま 


バッテリ《»3% 


よ〇矩い間隔でビーフ g び BO, «SLED 
が1秒お2に京*します* 


パッテ U 残疆〇%くなった ► 每_にサスペンド伏*に入ります • （今38 

ペー y ) 


■a が発せら n たら 


♦AC アダプタを播《して充霉する 
•充電済みのパッテリパックと交嫌する 


パッテリパック 《• パッテリ動作中に交鸛▼ることはできません • 必ず26ベー 
ジの期利こしたが〇て交籲してくださ tu 

A パプ 5 MJ の想麗が少な u «* でアプリケーシ3ンの摄作を K けると、ヂータや 

7 D グラムファイルが綱えるなどの事故が凳生する JS それがあります6バッテ 
リがすべて簾くなると • アプリケーシ■ンの使用中でも霞源び切れます 6 ビー 
ブ蕾が■つた5すぐにデータを供存してください • 


使^謂わ: 
.パワー的 


/てッテリそ IM 9 するには 


使^謂わつたらすぐに «« OFFC する， 

パワ ー7 ネージメン Mlttt 洛かす • 

サスペンド養*を有®にす 

なるべく、八ードディスク t ： アク t ： スしう C する， 


r ：^ l パッテリの性鼸驀最大 i »« re 出す 
には_ • • 


に儇 rtn , パプヂ_」の长鼸 


:®爾 cti ると. 




AC7vt:7v>8 茄撕 fvKvcHIIJa^ii 
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d バッテリパックの交換 

Aj ±0 付■のパッテリパック以外のバは絶対に®用しないでください • また、 
' パッテ VI パックの分解や》•、火中への投入、加熱.鵰子の B * なども縑対に 
行なわないでくださ I 、爆死したり火災奄 e こすおそれ蒙 T 。 

2 〜5ページの「本 Kffl を正しくお使いいただくために」も必ずお R みください。 

バッチリバックの交換は、«»が OFF のとき、もしくはサスペンド時か AC アダプタ 
で霞*を供給しているときしかできません。交換の的には、電； BLED が wrr している 
寧を W かめてくださし、 

7 パッテリパックのドアを聞けます • 



2 バッテリパック KTH ! フックそ.0の矢印の方向にスライドさせなぴ5バッテリパックの 
イジェクトグリップ在引 C だして、バッテリパックをス9イド C せて取り外します* 



^3 

サスペン 


サスペンド 

ドとはアプリケーシ3ンの零行朗こ 1MS0FF 


に7ると«在の«»をメモ |J に费存し、電 JB€ON にしたと 


きには、 OFF にする iBUt と f9 じ状，で B 作？ tl る81相で 
，つているアフリケーシ3ンることなく作実5中 


晒で再び作*をると5にちアプリケーシ3ンを SU 


し;必ただし.サスペンド tt ?» で®：> 
てち，少■の霱乃!*/并费されてい*すので、パッチリを，：> 
てときに»3?«この状?5の?^にして《 くことはめ 
でき5这ん • この聽輕奶狡运方法は. r スタンバイ**とサ 
スペンド**を投: ST る J の«目をこ買くださし、<430ぺ 




バッテ u パック a 疋用フック €0 の矢 60 の方向にスライド c せた状®で. a 明のバッテ 
リパック％スロットに禪入します • 



バッテリパック a 定用フックかロックさ n ， パッテリパックび®^こ«眉されてし砀のを 
しま 


パッチリパックのドアを M めます • 





電源の ON / OFF とリセット 


aa の ON/OFF とリセットの方法について映明し求す：«源を入れる前には， ACT 7 
ダフタか接班されているか I もしくは、パッテリがフル艽«されているかどうかを確 
S してください> なお.出而時には，電; SON の状®で BJH スイッチを持すと_#が 
OFF になるように設定されてい*す。サスペンドさせる塌はセツトアップメニュー 
で股; E を変更してくださし、 


J 電源の ON/OFF 

7本体の ws にあるラッチを石へスライドしてカパー夢 w いてください • 



d 本体の上 aw こ《る®*スイッチを沖し込みます， 

電 R を OFF にすると5は.もう一用載 B スイッチを押し込みます》 

または、 Windows 砂から [ Windows の格了】を»択したときに*示され奴 Wodows の« 
了】ダイア□グボックスから[電»を切れる ttf ■にする]をチェックして【はい】を»沢しても， 
目 it 的に矚*がにな〇 y す。 



ndcw ^ t ^ y 卜7ッフフ D プラムが 
タツチパッドの枳いかた. 
\一を#.ててから. tz ット沪ッ 
行してくだでし、 


注籯 HDD/FOO LED が点灯しているときに *W«OFF にしたりリセツトさせないで 
ください • データを破壊するおそれがあります。また、01赛 OFFC した*、« 
び»瀾在 ON にする場合は5枝以上!#つてください • 




AC アダプタコネクト/ ««LED の* K 


»齡財1 バッテリが:?似これている状» 

オレンジ幻： n ッテリ充爾中 
m ac アダプタが Kttcn て 





j コンピュータをリセ ッ トする 

新しいドライバを組み込んだ0、園辺*器を右 1C したときなどは • それらせ 
るためにコンピュータを再!^さ t? る必憂がぁ〇ます- 

通奪. Windows®® 壩6は • ドライバを姐み込む時や S 辺 «S を B 加して八ードウ 
ェアウィザードを哭行するとなどに丙 E 動を促すメッセージが表示され* 【OKJ ち 
しくは[はい】をクリックすることで再起動ご Q ることびできま 
また、[スタート】メニューから Wir>dCMS^« 了させるときに f 再する J を適ん 
で再 g 動させることちで2ます • 

再紀«させるには、このような方法以外にも、ソフトウェアリセットとハードウェア 
リセットの2通0の方法がお〇.それぞれの伏況に応じてどちらかを*行します • 

A-±jg c やみにリセットをかけないでください • 一®のアプリケーションでは、正し 
い方法で鰭了させ狂いとヂータが滴失したり，作麵フアイルが!*つた*まにな 
る■会が St ) 家す* 

ソフトウェア 1 」セット 

新しいドライパを姐み込んだり、 MS-DOSt- ドでの使用時に AUTOEXEC.BAT や 
CONFIG.SYS を塞き携えるなど、おもにソフトウェア上でのシステムの変更5反映 
?せると5などは、次の裸作を行なってリ G ットさせます • 

©と®と®キーを同時に押す 

八ードウェア U セット 

ソフトウェアリセットでもリセットできないと3は* «通スイッチを押し込んで OFF 
にします。 

A^fK リせットすると、《存さ nr しし〜すべてのデータは消えてしまいます ■ 

Ajja サスペンドのに八ードウェアリセット奄行うと保存されてし屯いデー 
夕は两えてし家います， 


篇 80 N/OFF rve t v; 了 
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タッチパッドの使いかた 

本®品には，マウスと罔じ役别を*たす「タッチパッド J と左右2つのポタンが 
されています • Windows ® では.これらを使ってポインタ(カーソル)を動0、したりク 
リックすることができます， 


△注意 


•ペン先などの先の尖ったもので觚れたり駸囿 シー トをはがしたりしないでくだ 
さい P 故_の》因となす a 

• 2 本以上の格や手袋をした ». また、焉れた相などで譟作しないでください。 
正常に動作しません t また、相先の度#やよごれによっても正霄に動作しない 
« lfi がありますので、そのときは k 充分よ c れを取 t > のぞ u てからご«用くだ 


• ボインタは«く触れるだけで動作し袤す，必霽以上に力受入れたり期瑁な«» 
で操作すると.«や手前を傷める顧 b となり*す • 


J 画面のポインタを動かすには ••• 


タッチパッドは、本 Kffl のキーボードの手的中央にあ 0* す • タッチパッドに指を触 
れて«く動かすと，圏面上のポインタがその儀 W に応じて動きます. 



^クリック、ダブルクリック、ドラッグするには •• • 

クリックとは.ボタンを1回押すことです。パッド上を latfc くことでもクリック 
できます，ダブルクリックとは、ボタンを2回押すことです，ノ t ッド上を2回たたく 
ことでもダプルクリックできます • 

ドラッグはアイコンなどの上にボインタを移動し、 S ボタンを1回押しながら（パッ 
ドを1回たたき〉指をパツドから期さず®かしてい C * す， 
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Windows ® の使いかた 


Window ざ® U 、 アイ；]ンやボタンをクリックするだけの IBS * 作でアブリケーシ3ン 
を*ることができるシステムです • アプリケーシ3ンはウィンドウと®?ば n る将の^ 
で勤作し、のウィンドウを期いて、ウィンドウか5ウィンドウへの文 r や西像の 
コピーも®印にできます*また，2つ以上のアプリケーションを囘 W に実行で5求す • 
ここでは、アプリケーシ 3 ンの方法など Windows ' s 本的な嫌作万法について 
H 明し李す • »しい使い方については.付属の Windows 10 のマニュアルや. 33使いの 
アブリケーシ3ンのマニユアルをお R みくだごし、 


J Windows ® の画面について 


E® は Windows 办98の H® を®用しておりますが • 以下に K 明している内容は 
Wmdcws®NT でも をし « す. 

マイコンビュータアイコン 

ドライブのアイコンび R 示さ n 、 中に？^ 

ファイルやフォルダを見ることができます • 


ごみ箱アイコン- 

明味したファイルや 
フ薄ルタを一两的に 
保蕾して石く_所です • 

スタートポタン- 

クリックすると* ■ 
メニューび現わ n . 
アプリケージ3ン电 
実行した0,檯ク坏 
»足を行な3コント 
□-ルパネルやフ r 
イルを嫌作するエク 
スプ D —ラなどを K 
«でさます • 

け33ペー仍 

クイック fi 動バ- 

アイコンを彳回クリッ 
クするだけで.すばや 
くアプリケーシ S ンを 
fcJtl でさ李す • インタ 
ーネット • I クスフロ 
ー ラ ( SAW ) ポタンが» 
んでいます • 


•チ v ンネルバー 
新たにチヤンネルを 

» R し 

ているチャンネル苓 

表示します¬ 


- MS 4 ME 96 

日本 H 入カシステム 
MS4ME98 のツール 
パーです， 


'タスクバー 


ポインタ 

アイコンやメニューなど 


关行されてし\るアプリケーシ 2 J ンをアイコンやメニューなと 
w り at るこ亡がで e ま t . 右 si こ在選んだり，ウィンドウ 
は«針などが《示されています。 の位靈や大きさを竄え 

(今33ページ） ることびでさ家す， 

(•♦34 ペー W 


WR を ON にすると Windows * の示され，しば5くするとアイコンや夕 
スクパーと呼ば n るものが S 示され*す • この百面を「デスクトッブ J といい*す • 
Windows ❼で ( J . このデスクトップ上でアプリケーシ3ンを突行し、いろいろな作集 
5行ないます • 


windows@ 0 液 s»r? 
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U クリックとダブルクリック 


Windows # では、文字を入力する以外のほとんどすベての*作を，ポインタ(マウス 
カーソルともいいます)を使つて行ない、アイコンやメニューの上にボインタをのせ 
てク ij ックすることで®理を実行でき求す。 

クリックとは、マウスのボタンを押すことで.本 ftffl には k マウスと同じ役*!を * t 
T 「タッチパッド J と左右 2 つのボタン供されています. 

- J -パッド 

薄を* n て»•かすと. ffi 曲丄のボインタび 
その®きに応じて¢5求す • 


f 一——一 I -^~右ボタン 

c クリックするときに押し家す • 

Wrxlows •では k 右クリックするとシヨ_1 
カットメニューび表示され》す* 

左ポタン 

左クリックするときに押します。クリックは2稽翔あります • 



•クリック 


•ダプルクリック 


パッドを10たたくこと（またはボタン 
を10押すこと夂メニューやアイコン. 
ボタン“どを*択した 0. ワープ□など 
で文罕入力の位■を決めるのに使い茨す • 

ノ《ッドを 2 S たたくこと（またはボタン 
を*荦<»プて2@押すこと》，アイコン 
を遵んでアプリケーションを lg « lT ると 
5や.《にかの®理を霣行9ると5に使 
い家す a 





Sj ドラッグ&ドロップ 

ドラッグとは、アイコンなどをクリックして a んだままの伏態で別の場所に動かすこ 
とです。ドロップとは，ドラッグして動かしたアイコンなどを、その場所に■くこと 
です。フアイルやアブリケーシ彐ンのアイコンなどを 5 W のフオルダへ移動した〇,ご 
み w へ入れて削除するときなどは、 * ず、アイコンの上にボインタのせ I 左ボタンを 
押した*まパッドの上で梅を»かします • 目的の場所まできたら、そこで左ボタンを 
醵します • 



左ボタンを押した 

爹爹勳かす 





windoss€ Qfg c» r? 
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d ウィンドウを操作する 


ウィンドウを動かす 

ウィンドウのタイトルバーにボインタをのせて 、 E 
ボタンを押したままパッド上で動かしたい方 m に« 
を動かし*す。 



ウインドウの大きさを変える 



[ ifcwum タンをクリック 

a 面いつばいに*示します-元の大きさに 
«すと e は: 1 »|ボタンをクリックし家す， 


[■小化】ポタン费クリック 
ウィンドウを m じます b 輅了とは»な〇, 


アプリケーシ3ンは 
冥行されており，タスクパーのボタンをクリックすることで w 
び表示？せることができ求 


ウインドウの大きさを自由に変える 

ウィンドウの捽にポインタをのせて、左ボタンを押 
したままパッド上で抱を動かしてドラッグさせる 
と，ウィンドウの大きさを s 由に変えることでき 
求す。 

(■大丨匕の状®では，変えることはでき*せん。） 
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3 fiE 疋を变更し挈す。 

デスクトップ明*(«像ぬは，本体 LCDR 示の*合门 024 X フ6日ビクセル J raoox 
600ビク t ? ル J . 「640 x 480ビク它ル j fCMX . 「ディスプレイの»®」の肢莰#史す 
ることにより、「1024 x 768ビクセル J も*ぶことができるよう(こなり家す • 



1«6表示する色 B を■びます 2爾面のデスクトップの大きさ f 解働 

256色 8>奄遇び家す。 

High Calor( 16ビット） •• 65.536 色 640x480 ビクセル 
True Cdor<32 ビット）…167研色 800 X600 ビクセル 

1024x768 ピクセル 

分 rKeasfflj の 【nn!】 をクリックして.【全校]タブを選沢し家す。 



フォントサイズ表示 T るフォントサイズ蓍*びま T ， 

小 ff いフォント 

大きいフォント (640 x 480 ビク t / UWi 合は*択できません> 
6 【〇：】をクリックし家す。 

6 7 KEB 面 J の[明じる】宏クリックします • 


如1 raffi のプロパチィ j での ra ® の « wj と「色 J の対 a は下 k の通りです • 

■D の out e 

640X480 ピクセル 256色一 True Cdor<32 ビット*1677乃色） 

000x600 ビクセル 256ft-Truc Cofcy(32 ビット.1677万色 > 

1024 X768 ビク tZJl/ 256色〜 Hign Co*0f(16 ビット、65.536色） 
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色 • 画面の«域 • フォントサイズを変更した壩 S 

Wir>d ⑽ s ®98 の壎合、再 EM する必ります。 [«： い]をクリックし*す。 



WindowsNT の場台、「テスト ( E ) J をクリックして、 I 箱に*示されることを播 
K し，もしくは [ OK 】 をクリックしてください • 



S ® の領域(解供度)の* 

Windows .98 の場合.サイズの変»を簿 g するダイアログボックスが表示されます： 
【0 K ] をクリックすると数秒後に変史され求す • 




変 0 ! したサイズを保存す 


ると5は【はい〕をクリックします I 



ii ^ l 外»テイスプレイに aw させるときは 

つたん_了さ tr « flrorr にしてか5外 
air イスプレイを*#し y す*その後.システム3ンフイ 
グレーシ a ンでデイスフレイ RIR の ® Kf mo てから 
し， V . (479^ -ジ I 
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スタンバイ機能とサスペンド機能を設定する 

笑期こアプリケーションを使う肺こコンピュータ本体の動作環 M を投定してお5求す。 


J スタンバイ機能の投定 

本裂品に «• CPU スピードを落とし、ハードディスクドライプ . LCD ® 面 .LCDS 
面のパックライトの電力涓資を最少にする r スタンパイ機 B 6 J が掊着されています， 
また、驪瀾を OFF にすると現在の伏®をメモリに保存して、鞲灝を ON にしたときに 
は • OFR こする(■前の状®に復*する「サスペンドび搭載されています a 
スタンパイ*期は、少しの間 S をはずすとなどに、パッテリの浪費を抑えるのに役 
立ちます • また、サスペンド* tt を有効にしておくと、たとえばワープ〇で文書を作 
成している途中で作案を中断したいと思った場台、ワープ□をいったん*?了させるこ 
となく. を OFR こすることができます。再び 《* を ON にするだけで鬌瀾 OFF の 

H 的の状 W から作興を to めることができ*す，ワープ□をさせてファイルを R み 
込む作*を《くことびでき，非*に®利です， 

スタンパイ*舵は • 次の手薄!で設定します* 


手動でスタンバイモードに入る方法 

7スタートポタンをクリックし*す • 

C rWindows ( W 7 J をクリックし5； 

3 r スタンバイ j 在チェックし衆す • 

4 [〇»<】《ク11ックし袤す • 

自動的にスタンバイモードに入る方法 

7 スタ_トボタンをクリックします • 

2 fisan の【コント□ールバネル】をクリックします • 

3 r ® 灝の管 a , アイコン在ダブルクリックします。 

4 r ®3 Msazj のタブをク u ックします， 

〇 「電两设芝 j 1■を r ボータブルノ9ップトップ」に»定し求す • 
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6 r ボータブル/ラップトップの電添©13定 J で. r システムスタンバイ J 欄(こそ n ぞ n の的 

«奄 W し》す。 

/【0<】奄ク IJ ックします • 

S 9 定した時 n コンピュータを操作しないでいると.自 動 的にスタンバイモードに入り 
ます • 

スタンパイモードから&との状&こ戻すには、零#ボタンを1目押します。 


j サスペンド機能の設定 


手勸でサスベンドモードに入るには I 通屈ボタンを1秒 n 押しつづけ*す， 

目動でサスペンドモードに入るための设定方法は、このマニュアルの酮5■「システム 
のを変える旧 IOS)J の C パワーマネージメント«能のを蒙 P 5 してください。 

サスペンドモードからレジュームするには、费源ボタンを1回痒します。 


△注意 


Wncjows ^ NTre , サスペンドモードは使*で5ません” 




サスペンド檐篇とレジユーム 


サスペンド状钃か5鞲霣鼴翬 SON にし • 作《<；«した状 
蠊まて*_すること €• レジ；！ームといい，曹. 


XVJVK 入漆滞 5 XAV h 菜 at 器^^^か 








ス 

T 

卜 

ア 



9 ^スピーカの音量を設定する 

j スピーカの音還の調節 

本体には.ステレオスピーカが内里されています • 
スピーカの音■を WR ? るには • 次のようにし*す • 


Windows ® でスビーカの苜屋のみ fflH するとき 

つまみをドラッグして WBT る< G 
ユー ト J をチェックすると S ; び 
タスクパーの<8を左クリックする 湃え家す） 



Windows ^ 左右のパランスや音 3 S ごとに明節するとき 

タスクバー <0® 耷 e クリックする 【6■コント□ールを聞く]在左クリックする 



▼ 


ボ 《J ユー ムコント C 3 —ルキウー >の各 
g 嫌のつ爹みをドラッグして»»する 



音•の»節は©4®，53+®でも - w 的に ws が可*です ■ 

使用する尸プ u ケーシ3ンおよび pc カード、モデムカードによっては別の方法で® 
定できるようになつている6のび® 0* す。その塌合、 ® 用するアプリケーションの 
マニュアルの S 疆設定の®目をお R みの上 MB してください。 
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一 •グ 


フロッピーディスクドライプの使いかた 

本製品には、3 5インチフロッピーテ•ィスクドライブが付屑しています • ここでは, 
フロッピーディスクの取0扱うときの注意と、ドライブにセツトする方法について税 
明します* 


j フロッピーディスクを使うときの注意 


3.5 インチフロッピーディスクは、入力したデータなどを保存するのに®う大切なも 
のです•取0扱いにあたつては次の点を十分注*してください， 

また、フ□ッビ_ディスクを®わない壩合は、コンピュータの®»をオフにする M に 
必ずドライプから！ KD 出して、8切な*所に保 a してくだ？し、 


△注意 




テレビやモータのょラな、 ax を発生 
する«のそばに霱ひないでください， 


W に HHM 日光のあたる摩の中や.裏通 
の_所に霣かないで<«さい • 豪た. 
ilMrcDWJ ところ (citomtrc 




内部の K 憧メティアに钃を何けるおそ 
れかあるため.シャッターを颺けない 
で < ださし V 


ラべ J レは.正しい位■{一 R へこんでい 
* す-)にお貼りくだ苎し、また、別の 
ラペルを贴ると！？は■ねて貼ら ir m 
のラべ J レをはがして< CSVV . 


^ NDtq l R み霧きできるフォーマットは？ 

a 脅ので o. 2DD (用 Hfl 承菜 e トラッフタ 
イプ I の 720 KB . 筠 KUMB トウックタイフ!の 

1 44MB- 12MB の各フォーマットのフ□ッビーディスク 
を ！I み醫 5 で 55 す • 


>JKla-l 8 ID»Hp?tB?w}f^\VJa v3 t:lHIA>Jv>KVJI-\ va Q®s^rc 
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j データを塞き込み禁止にする 

フ□ッピーアィスクには，間 a つて保存しているデータを s した？)，±霧きさ n ない 
よう(こ塞き込みを*!止(ライトプ□テクトといいます)することができます • 

ライトプ□テクトを行なうにはフロッピーディスクの*供 ( 金員の円盏〇 ; 見えるほう） 
の一方のカドにあるライトプ□テクトノッチを動かします • 



霤き込み可 IE 状》 



ライトプ□，クトノッチ 


■ ts 込み W 止伏 W 


• S き込み*!止ノッチが•上«•になっていると、フ□ッビーディスクをフォーマツト 
した0、ファイルの霱き込みや消2などができます0 
#霱き込み栗止ノッチび•下(こなっていると{四角い穴が聞いている状*^フ□ッ 
ビーディスクのデータを消去したり，上書きし to 、 BfflT ることはでき求せん。 


sj ドライブへの出し入れ 

フロッピーディスクをドライブに tz ットする場合は、ラベル面を上 W にし、シヤッタ 
一の35るほうを先にして.ドライプの中に押入し*す • 

フロッピーディスクが正しくセツトされると. FDO イジ; L クトボタンが飛び出します • 



フロッピーディスクを取0出すときは • FDD イジ I クトボタンを痒してください • 
フロッピーディスクが少し用び出し、 E 0 出せるようにな0ます。 


S 


1.2 MB でのフ#ーマツトは？ 


1 2 MM ) フ□ツビーヂイスジのフ f ーマプ Hi 行 Wrtl/u 


1 2ME^> 
ド5イパ 


ブ〇ツビーディスクを taiRitKm 3モード 
tiWW インストール*〗はリー K / ライトのみぞ 


サ； I ：一卜するちので掌た， 〗 ディスクから K 動 


7ることちで，丨せん • 


3モードドライ^ 上でのみサ熏一卜して B 

0. MS * DOS ± で〇サポートしてい累这ん* 
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i キーポー ド操作に 

なれよ5 

キーボード上のキーの位■と® ffi . および文芊の 
入力方法について K 明しています*キーボード操 
作になれてし屯し、方は必ずお R みください^ 



S 



1. キーボード SfC の名前と機® .. 44 

2. 又宇を入力する . 50 






ウインズ キー 籾晒 キー アプリ ケーシ3ンキー 

キーは、その檷鈮(こよって大き<3つに分けることができます • 

ここでは、 *3 上、キーボードにアミをかけて 8 S 明してい*すび、のキーポード 
は色分けされていません_ 

J 文字入カキー 

tIC. アルフアペットやひ5がな、カタカナ. E 号などを入力するためのキーでI 
1つのキーに2つ以上の文字が WD 当てられて fid . 脚私… 1 の 
各キーと組み合わせて目的の又罕び入力でぎるよラになっています • 

«し\かたについて»、57ページ r 文 r を入力する J で»しく R 明しています • 

〇制御キー(アミの部分） 

文字入カキーと組み合わせて使うキーや、入力する位■を決めた ◦» かしたりする t 
めのキー • および、コンピュータに対してコマンド {ft 令)を送るためのキーなどです。 
これらのキーだけを使っ res 又字を入力することはできません • 



關圓+ 

I 細圖里麵 

iMlTO 一 r , 

MmmmmmmmMMMM 




ロック状顧について 


キーに 1 E 麻すごとに饮 »r/B 霆？れ. D ック tt 靡に 
备キーと、 B：ccn す i： 鞾したときだ C7 •■，るキー<〇 

5 M 0 Z 0 T- 9 . 

□ックさ n るキーの中でも在の3鞴爾の本一 tt. Civ ク吠 
«に狂るとステータス LKJ が众 /] しま (- P 23) 


g ! 圍 



キーポード各部の名前と機能 

キーボードは.文字や記圬を入力したりコンピュータへ®示を行なう役目をちつてい 
求す，ここでは、このキーポードの各キーの名 K や供期しついて_し？す • 


システムフアンクシヨンキー 


文字入カキー 


な n よ-つ 
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^システムフアンクシヨンキー(アミの部分） 

私扭キーの一つである©キー，フアンクシ a ンキーの組み合わせによ D ， 函面の ) a 
度を*えた0,スピーカの音置を明節で CST ， 各«陡の W « については«照べージ 
をお》みください • 

ビープ凿を鵾5す、 W 5 さないを切り®える。 

U 叫 l + g 丨回神すごとに、ビープ音を W らす • 鳴らさないを切りあえられます。 

パワーマネージメントのレベルを WB する 

P 叫丨回柙すごとに、パワーマネージメントのレペルぴ4设«に切り 》 わり 

-一 求す。 

スピーカの音屋を«節する 

@を1回押すごとに内*スピーカからのが下がります • ©を1回 
押すごとに内*スピーカからの音屋が上がります • 

ディスプレイの as (バックライト)を変える 

0 1^ ©を丨目押すこ•とに、 as (バックライト)が下がります • @を1回押 
+二 すごとに， 》 a が上が 0* す • 

■ 

面面の拡大モードを切り tt える。 

P 1回押すごとに、1024 X 768 未*の画®表示を行う時 • 卸面一杯に広 

U けて表示するかどうかを切* D » えます • 

LCD 表示か CRT (外部 モニタ） S 示かを切り 铒 える 

I 1回押すごとに、 LCD のみ— CRT のみ — LCD CRT 同時の 圈 (こ切り H わ 

1 一一 1 りディスプレイについては、69ページをお R みくださし、 


ft 


45 






0 アプリケーションキー 

タッチパッドの右ボタンに相当する® fie が®ります • 使用するアプリケーションによ 
つて®作か興なり*すので I お使いのアブリケーシヨンソフトのマニュアルを》照し 
てください • 


J Windows ®^ 1 — 


雄抽で样すと Windows ® 「スタート」メニューを表示し S す • 次のキーと合わせて痄 


すと Windows ^ S 的な WE ぴすぐ (こ 使え*す • 
^JJ Windo 的®のへ J しプを赛承 ♦■回 

_ タスクバーに表示されてい S +0 



「ファイル名を#定して*行 J 


■ K 3 

■ K 9 

■ Hah ® 


ポタンの切天 
ェクスプ□一，の 
ファイル裱食# e » 
コンピュータの棰_面#示 


ダイア□グボックス安表示 
♦s r シス，ムのブ a パ，イ j ダイア□グ 

ボックス苓表示 


お吣叫 Wnttowfl ^ サポートされ 

釋— k からスプ TTir 家矽 / u これらの文字 dim 
日拿組人^シス，ムの文， k レツの ym \ 
t ^ z < t ^\, ws . -の文字で人 
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J 各キーの機能 




p ❼❺❺@ 〇 


:. n —. JH - 


I ..,» J : 1 I ^ I ^ I _ l ： J»raj 5, 一 4" 


鼠 3 SL _ i _ jE 0 Q 3 HE 


[r 4 T 

U I ド • 
<IZZAj} c 


<& (D ® 


131 HER 

二 ^^^^^^*^——ノ 

し _| 


❿必 ❿❿ <& ❿ ® a 

中止や中断させるコマンド(布令)を送ります。 

❶ ESC (エスケープ)キー 

»^萣取り涌したり.雾行衫 p 止すると e などに押します • 

& P 3 US 0 Break (ポーズ • ブ レー ク) キー 

菜行されてし母ものそ中曲したブレーク S 8 弓を送るときなどに»しま Tc 


拉定されている機能を呼び出すときに使い*す。 

❸ フアンクシ 3 ンキー 

ITT ) から ITS ) 家での 12 H の キーに それぞれ別の®能やコマンド(命令)が W り付けら n ています • 
内 a はアプリケーションによ 1 ^興 なり家す • 

コマンド(命令}や投定されたものを決定するときに使います。 

©Enter (エンター)キー 

* 鼠あるコマンド(約】の^を決定したり • S * ff れたものをさせるというような® 
合に押します • 家た，文7«入力していると5は.この半一で a 行させること 0* で亡求す， 

圈8の八ードコビーをとったり、 Windows ® の画を取り込 C のに使います。 
©PrtSc (プリントスクリーン > キー 

Wirxtovrah ® フ てし碭*台は. Sm されている 田 面を取り込んでクリッブポードに転送で 

5家す • 

文字を B 集するときに使い*す。 

❻ Insert (インサート>キー【□ックされます】 

又字入力のモードを切り》えます • 1回沖すごとに.カーソ n / ffl ■にある文字の M に襻入 I る 
「インサートモード J と • カーソル位霪の文字に上霧きする「タイプオーバーモード J び OD 
害わ〇爹す， 

❼ Delete (デリート}キー 

カーソル位臞から affl の文7を明 K します • 力ーソル位■は爱わ〇ませ/^ 

❽ Back Space (/ てックスベース)キー 

カーソノレ ( a ■から • a * の文字を明致します*カーソル位■は左に動いて家す • 


ff 5 iil 


4フ 





❾ Tab (タスト 

文 T を入力しているとさにこのキーを押すと，タプび；入さ n 力ーソルが右に移動します， 
キー在押すと.一つ m のタブ位匿まで R ウカーソルび左に移動し素す • 爹 fc . » 
St * やデータベースなどのアプリケーシ 3 ンでは，次の《目への移齡などに®われることち 
ft ります • 


文字入カキーと組み合わせて、文字を入力するときに使います。 

©CapsLock (キャップス□ック〉•英» キー 【□ックされ*すI 

アルファベット笮入力すると芒の又 r » を切 0 B えます • i キーとに1回押すごとに， 
「穴又芊モード i と r 小文字モード j が切 oBbo ます • また • ひらが狂/カタカナモードか 
らアルファベットや»字を入力 T る 5® モードに WOS えるときにも®います • 

©半角/全角キー【□ックされます1 

文字を入力していると5の文字極を切り轤えます。 WiDdows^e の日本 I8A カシステム MS- 
IME98 では.1回神すごとに「日本入カモード〗がオンIオフに？ Soar す • WrxJow^NT で 
は 1E 押すごとに J 半角モード J と. ff 角モートが W り*I わ0ます*また.キーを押し 
ながらこの本一眘拎すと mis 入カモード J になり家す • 

©Shift (シフト) キー 

推のキーとに枵すことで 9) の糴*を*行した笑行；5法を一«的に変え fcO 罗ること 
ができます • 例えば. r 大又亨モード j で又字を入力しているときに，アルファペットキーと 
日明にこのキーを押すと，小文字で入力することができます. 


空白を入れたり、漢字に変換するときなどに使います。 

© S 変換 キー 

日本 B 入カシステムを使：>てし\るときに.入力した文 T を瀵7などに変瘐しないとさに!•し 
ながらキ_入力し承す， 

❿変換 キー 

日本 CX カシステムを便つているとこ入力した文#濟字»どに5»す«亡芒に擇します。 
©カタカナ/!>5がなキー【□ック cn* す】 

「カタカナモード j と r ひ5かなモード j を切 ob 足ます. r カタカナモード j のときはこの 
キーのみ， f ひ5がなモード J のときは®キーと BW に押すとわり袤す • n 
15 SX 555) キーと PW に样すとカナキーの ON / OFF を切り»え®ことがでさます， 

«スペースキー 

文字を人力してし必ときにこのキーを押すと.スペース（空白）在入 n ることができます. 

カーソルを動かしたりページをめくるのに使い*す n 

® カーソルキー 

««• キーに赛紀さ n て！^る三角凹の方助に，カーソルを事勘すると！？に®し球す • 


他のキーと組み合わせて檝能を実行するときに使います。組み合わせるキーと 
應能は使つているアブリケーシヨンにより異なります。 

®Fn (エフェヌ)キー 

キーボード上に胃い文字で* E されてしを®うと5に， W 時に押します • 

© Ctrl (コント □ー ル) キー 

文字入カキーや.钓の明《キ_と期み6わせて ff うことにより、特定の鼬作をさせることが 
でさ家す。 

© Alt (オルト > キー 

オルタネートキーともいい • 又字人ね^一や.抱の*™4■—と明み合わせて使うことにより、 
«定の IB 作をさせることがで5塞す* 
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Fn (エフエヌ)キーと相み合わせて便うことにより、キーポードの機能を変える 
ことができます。 

© NumLk (ナンバーロック}キー I □ック ZT れ*す】 

キーと讲闲することで，キーポードの ft 半分を數 T キーとして使えるようにな0爹す《 

© ScrLk (スクロールロック}キー I ロックされます】 

キーを押したときの«作は各アブリケーシヨンによ0«なでますが、キーと®明て 
押すと*カーソル丰一の»きを8えることびです。 


J テンキーを使って数宇を入力する 

通常、数罕は英数モードのときにフアンクシヨンキーの下に並んでいるキーで入力す 
ることができますが、©キーと问时に^:キーを押すことで、0の®分(二:!ーメリ 
ックキーパッド)で & B 字を入力できるようになります。文宇よりも教宇の入力のほう 
が多いという場合などは • 電«のテンキーのように®3ことができるので®利です* 



if — 






全角ひらがな 
全角カタカナ 
峰麟カタ乃ナ 

全角 SR 

牛 


9> 


_ 

SNfl + UiSflfi 

r^ru i^^Fi i 丰角 / 全角： 

lg] 極钱 


«ひら a なと霜字には全角又字しかあ〇ません，また.攀爾方タカ r m»crei 
金角文字1こ切〇■えるときは: 1 JES キーを停し，す • 

漢字の入力 

日本 a 入カシステム ( ime > が立ち上がっているときに.ひらがなで入力してから@ 
キーを押すと瀵字に変捵さ n* す • ちう一*®キーを押 y と別の漢字か表示され • 
さらに®キーを押すと鑀*一爾が*示されます • w しい*作方法につ u ては、付《 
の WifV3ows®T ニユアルの MS-IME98 の W 目をお R みください。 


2J 文字を入力する 

入力方法について 

ローマ字入力とかな入力 

□ーマ字入力は、ローマ字を入力して目的のかな文 r や;■字を入力する方法です • 
たとえば.「か J を入力するときは K と A を ft けて押すことで「か」が入力でき承す • 

か0：入力は，入力するキーをそのまま#してかな文字や満字を入力する方法です • 
たとえば.「か J を入力するときは[か】のキーをその**押します* 

ど B らの万式で日本 B 人カシステム ( IME 〉 を gft するかは、 [ MS - IME 98 のブ□パテ 
ィ】の中で S 9 S し S ： す， 

また、□ーマ；入力のときに®と_を同時に搾すと • カナキーが ON になり、一 
時的にかな入力で ff るようにな0ます • （かな入力のときは，カナキーの ON / OfT を 
切り H えるだけで.□ーマ字入力にはなり*せ/^ > 

文字の稽類と入カモード 

入力で! f る又宇の種；!(こは「ひらがな』 r カタカナ j 「アルファベット』「辟』 r * e^j 
などがあ〇ます • また、文字には全角文字と、その半分の大きさの丰角文字の2裼场 
0法り*す • 文宇の稽 SB を変える方法には2通りあります， 

•入力前に文宇の稽 SP を決めておく WH キーを押すか、ツールバーの[入カモード] 

ボタンでモードを at んでから入力する 

• 入力後に文字の檑 a を決める•…全角ひらがな乃タカナモードで文宇を入力し 

てから@〜©キーで糯 a の文宇種に変換す 
る 


モード 


一 IIEEES 




r — ポ — ド *^ になれ-^〇 
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M-^^A^rr か 
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*1 カナ入力の*合は • カナキーを OFR こ切0曾えてから入力します， 

*2 If "] キーと B 時に f ^ iT 件 一を押すことによ0,キーボード右半分のテンキーキーパッドを 
使って数字を入力することびでき*す。 


1^3 


大文字/小文字モードに团定するに《 


j [叱 tj 


1文事靡位で太文 T / 小文， t 切9 ■叉る(:は 


6^-そ霈しなび好^と. rcAPSa 
プク J tfQN Off < ir \. 大文字 K 入力 iond と小文 to 
SX 力 I 0 FF ) が ON 0 FP の状 •《. 事» 
のステータス i € D か，•グールパー^インジケータに示さ n 

tv . 


—ぞ淨し®が3アルファぺットキーを!？すと， B 霆 
入力のモードとは逆の文平 t 入力 V ることができ承す • « 
大又字モードでと阗赛日！!に IW と r»J 
を入力で t ? 梦す • 



3^ 


入力 

マ字入わ 


文 T 
文宇 


マ字入力 



ーマ罕入力 


小さい;)タカナ•:ッ* 


大5し》/}タカナく 



又了キー 


辟 

’大 a ぃ a g > が細. 

W 7 


snf 
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1. tr ウンド* be を使う ••••• 

2. CD.ROM を使う . 

3. マルチメディア襁期を®う 



マルチメディアを楽しもう 

Windows® のマルチメティア《能，および本 Kffi 
に «* されているワウンド 靉*、 CD.ROM ドライ 
ブの使いかたなどについて 8K 用しています。 


545668 





P サウンド機能を使う 

本には、ヴウンドブラスタ PR 03 換サウンド微酯； 3 % 載されてお 0 * S 声を入出 
力するための靖子やステレオスピーカ、内 B マイクなどが甲通されています。ここで 
は . これらの ® いかたにつし、て撕し * す • 

^内 g スピーカについて 

本体にはステレオスピーカび内 * さ n てい * す，このスピーカからは次の 5 襦 » の a 
as からの s 声を出力することができます • 

それぞれの音源は . Windows* のアク G サリ「ボリュームコントロール』を®ってそ 
れぞれ別々に H 節した 0 , ミキシングすることもでき * す， 



] ンビユータに wn « trn てし必•ビ—フ藝•鲁败，る■声 ri . 

■ 

pc 乃ードから鶯5する8驊です • 

力 W 6 を JW している PC ；)- ドを*霸レ#癱枣 W カオる * W 
になつている礫#^.スピー 7) から費_蹇《力で？*す • 

(モデムカード:《ど> 

デジタルサウンド橘爾 

16ビット 0 A コンバータ枣變甬したサウンド B » tr らの用およ 
u . FM シン竹イヴ會源から出力る W ■です， 

マイク入力 

内•マイクやマイク入子に癢 R ごのたマイクからの餳譯です ■ 


UNE INBff (•:躓®された外®オーディオ IW か5の■摩で 


J 内®マイクについて 

本体上 E にはマイク(モノラル)が内*さ 
れています。このマイクを®うと手« 
にをコンピュータ(こ® 0込むこと 
ができ家す。 


A \：±^ 内蘧マイクのポリ a ーム《■大にして朦量すると，スビ_力とハウリングを6こ 
し , 丈•ふ して正しく鼸涵されなし钃 a があ os ? す。通切なポリュ•ムで錄 h してください • 



\： Nz : A 奮■を HMT るには 

スビー乃の 篇 ■は.タスクパーの! 8萑 クリックし 、 Me 
れるボリ： I ームコント D — ルで 籣 B でき5 す • 
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マルチメディアを#し！ P - つ 
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J マイクや外部オーディオ梅器を接続する 

本体の: tflj 面には，マイクや外部スピーカ、オーディオ«器などを接研する期子が装 
儡されてい*す。すべて S ニジャツクになつていますので I 5ニプラグが付いている 
オーディオコードをご用蠹ください。 



MIC IN マイク入力■子 

モノラルマイクを?！#，ることによ〇、 
マイクからの BP 奄コンピュータに* 
0込むことがで费，1, 

Iこの*•含.内敏マィクは《用で芒 




LINE IN 外(■入:り襯7 (ステレオ） 
外®オーディオ微《»相《する 
ことによ〇、 CD フレーヤーや 
わせットデッキ.ラジオなどか 
W 層员《 ：!ンビュータに® 0 
込む•：とびで®ま， • 



HEADPHONE*^ 

ヘッドフォンをすること CcfcO . コ 
ンビ3—夕から出わるステレ 
才で_くことがで*ままた、外»ス 
ビーわ老つ9ぐ*アンプなど，使 
W してください • 



40 VF 瓿掰埘 igoi 











CD - ROM を使う 

CD - ROM を便う方法につ U て SS 明します。 


J CD-ROM を使うときの注意 

CD - ROM ドライブやディスクの取り扱いにあたつては次の点を十分注意してくださ 
し、また* COAOM ディスクを*わなし明合は、必ず，コンピュータの* fcU をオフに 
する K にドライブから取り出して，適切な*所に保酱するようにしてください • 


△注意 



トレイを蘭！プ家にしておかな>メで 
くだれ、内®にゴミやホコリび入〇 
込んで 5 W の！?因になり家す • 



ると泛は，レコード用クリーナー 
やベンジン、シンナーではなく、必ら， 
COU 用のクリーアーを使ってください ■ 
家た，レンズクリーナー式のちのを 
使用してください • * 式は汚 nr * s さ 
せますのて -163^ こ®わないでくださ“ 



薄し讀 i 擊を； えた05面にキズ^！け 
ないでください • 袤た • ゴミやホコリ 
の机邏 所に■かないでください -H 
み ii み エラーの と 孩〇爹す， 



ラペルを K つた0,ペンなどで T を蘭 
か JffU で<ださし、 


CCmOM ドライブの中に UKh ^ WCO ストツパーが付し va 味す，ご WWWCiHKH して 
くださし、 
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CD-ROM の出し入れ 

7 コンピュータ本体の®灝を on にします， 
^イジェクトボタンを押します • 



d CD-ROM を セツ トします，文字が霧 か H ている fi を上にして • トレーに CD-ROM を*; 

に縱してく CCri ^ 

分 トレーを W し込みま 

£) 取り出すときは. CD-ROM アク t ? スランプび afl していないのを 》 M してからイジエクト 
ポタンを神し爹す。 









?) 


マルチメディア機能を使う 

州 r>dows 勿こは、マルチメディアを*しむためのいろいろな微«わ ; 甲*さ n ています • 
ここでは*これらについて絞闲しま7^ 

マルチメディアを粢しむツー7レは * 【スタート】ボタンをクリックし、メニューの【プ 
ログ5ム1 • 1アクセサリ】-(エンターテイメント】から0¢します， 











P 


マルチメディア?稾し！ P-O 







j メディアブレーヤー 

WAV フォー マツ トのサウンド、 Video for Windows で作られた A VIフ オー マットの 
ビデオなどを再生するプレーヤーです。この他にち，デバイス05迈典器やドライバ) 
を通加すること(こより MIDI ファイルで S 楽を溟 S した? K MPEG 形式のビデオを两 
生させることちでぎます • 

インストールされている windows® (こは.し、くつかの tr ンフルび用瓛さ n ており、 
すぐに*しむことができます A 


爾驚ぐ MfW 

A 伽 





sj サウンドレコーダー 

マイクや line iNa* 子から入力さ n たを*集し、»§することができます。》§ 
したサウンドは、 WAV 形式のサウンドファイルとして保存できます • 两生速«を変 
えたりエコーをかけること t> でき、オリジナ)レのサウンドを〇串に作0出せます。ま 
た，本® s にはマイクか内蒙？ n ていますので、ボイスメモとして活用することち可 

鴕 です， 



>T<^P tUfp 


^ EH 二 

- j - 



Video for Wlndcma 

マイク□ソフト社したデジタル tt « M ■•再壬ソフト 
で，，ビデオカメラで欐膨した R 像などをビ臂オキ1•プチ 
サーポート•を介してコンビ a —夕に®0込み.騙襲してフ 
アイル ftt 镶子は AVt ) に供；で5ます • Wrx ) cw * には、 
再午餐 Hi のみ*黴されて 


ll^^l MIDI (ミディ} 

霭子コント□ール霣るための襻:•インタ_ 
フェイスでコンビ:!ータに m 販の miobj (裰々な秦# 
のされている沒楨 RU WDI ファイル龙 a 子 
ID - RMI 成メディアフレーヤーで表み込むこと ec よ 
舍典を舄 Ml で演饕でせること t * 5 で？？:す， 







j ボリュームコントロール 

マイク やし INE INW 子から入力された B 庳 や、 WAV ファイル， MIDI ファイル などの 
SP. B* 用 CD から出力され る音甬の苷 量 や パランスを. S 灞ご とに 明 》す る こと 





•7ルチメテイ7を典しもう 
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システムを拡張する 


PC カードの使いかたや、八ードディスクドライブ 
を交 R する方法、および，外拥用辺*器の接«方 
法について肤明しています • 


1. PC カードを使う . 62 

2. 八ードディスクドライブを交換する . 66 

3. 外 B キーボードやマウスを接«する . 68 

4. 外部モニタを «»* する . …69 

5. IrDA ボートを使う . 71 

6. USB ポートを使う . 72 











PC カードを使う 

本体には I PCMCIA Ver 2.0 以格(こ渾»した PC カードスロットを}5親してい*す。 
ここでは. PC カード規格および装着万法とモデムカードを使うと5の注**項など 
に OLVOR 明し求す。 



j カード規格について 

PCMCIA とは ， Personal Computer Memory Card international Association 
の 《 B で.ノー トタイプの:)ンピュータなどに装着する 1 C 力 _ ドを.メーカーが興なつ 
て&共通で使用する C とができるように定められた研一規格で、一®に 「 PC カード J 
と呼ばれています I 

ノー ト轚ノ t ソコンに网じ規格のコネクタとス□ットを設けて、》々なのカードを 
袋*することでパソコンの#!暁を拡張できます • 

カードには.メモリ、八ードディスク、モデム， SCSI インターフェイス， LAN など 
檬々な機頦が 350. カードのサイズによっては2枚を筠時に使うことち eg 能です。 


また、 PC カードを®うには、コンピュータに PC カードを KB さ t ? るためのデバイス 
ドライパを組み込む必 B があります。 

本 » ffl の場合、デパイスドライパは I すでに組み込まれていますので* PC カードを 
そのまま袋通するだけで使うことができます* 

j CardBus 規格 

CardBus とは PC 力ードス□ットと互換性を持ちながら PCI バスに対応しているスロ 
ットのことで * 馬逢なデータ16送が可能です，本体の PC カードスロットは上下とも 
に CardBus をサボートしています。 


〇 zv ポート規格 

ZV ボートとは®理に CPU を介さないことで、 离 速な データ R 送をにしたボート 
です • 本体の PC カー ドス ロッ トは上のス □ッ トが ZV ボートをサボートしています • 
(zv ボート対の pc カー ドを®用するには pc カー ドに付厲のドライパソフトが必 a 
になります。〉 
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j カードサイズについて 

PC カードには、現在 、 TYPE I { W ?3-3 mm) k TYPE fl (If さ5 Omm)、TYPE ID 
(厚さ〗 0.5 mm W )3 櫓翔のタイプが 35 0ます办 

本 5 J 品では • TYPE 丨または TYPED のカードを2枚、または TYPE ID のカードを1枚 
裟珊することができます。 

カードの抜き差し 

PC カードは.コンピュータの動作中でち抜き*しすることがで ff ます • 

PC カードが 812 TI ると、どんなのカードで®るのかを自動的に KS し，すぐ 
に使えるようになります • 

rc カード E 利用するアブ U ケーシ3ンを実行する的に PC 7 D — ドを««しておいてくださし、 

カードを装雇する 

7 カー ドス〇ットは上つ¢0*す • と•ちらかの空いてし必スロットに‘ PC カードのコン 
ビュータ*に播«するコネクタいてし〗るほうを*にして.ゆっ <D と*し込みます • 
TYPED のカードを«うときは • スロット 2CFWI に®し込み求す • 



A ；±* it なる規格のカード蹵«藩すると • maw にシステムに»钃费粵久る is それが 
^ あります*必ずソーテックの » ST る PCMCIA 準拠の力ード《ご使用ください • 

また、お霣い求めの W は本製»に対応しているかどうかをご « R ください • 


vofss 
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2 正しく力ード用ドタイバ vie み込求 n ていれば、カードを*し込んでシスチムが力ードを 


iMi したと$にビーフ b び r ビボ j と》ります. 
is •で《ないときはビーフ s が r ブ j と no ます， 
カードの播莰やドライ/ c の稽》を#誌してください, 


カードを取り外す 

7 [コント□ールパネル】の中の [ PC 乃•ド （ PCMCIA 〉〕 のフロパティ BiH 上から取り外 

すカードを*折して • WT ] をク U ックし豪す • 

2 取り外したいカードが技着さ n ている供の，収納しているカードイジェクトボタン奄押す 
と I 乃ードイジェクトボタンび出てさます〇 



〇カードイジ x クトボタンを押すと、カードが少し飛び出し家すので，ゆっくりと引き在き 

求す， 



△注意 


PC カード％取り外す的に、 HDO / FDD / PC 乃ード LED が消えていることを《 
B してくだ CXU 


蒙た，システム動作中にカード％取り出すと、予期しない_軎ぴ凳生する用鼴 
性が®0,す。 


ii ^ l ビープ梅が«5ないときは 

タスクパーめ1¢赘クリックし.ボリューム:) ント a —ルバ 
ネルで B ■を諷《し* 1 T . 
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J モデムを使う 

モデムカードを使用して ausa 線をつなぐと、 Windows * の通 ffl ツールを使ってデ 
ータの送受 fi を行なうことができます. * te . fax 费期を搭載しているモデムカード 
と FAXP プリケーシ3ンがあれば、 FAX の送受價も可*になります* 

モデムカードは*大2校まで装着することができ、装着された順*でそのモデムカー 
ドの設定•が決まります • - 

八イパーターミナルを使うときの注窻 

八イパーターミナルを使って通«を行う場合には.次の点に注黧してくださ U 

• 八イパーターミナルの COM ボートは自_に»定されるか、モテムのインスト 
ール時に投定されます， H 定を SS したい塌合は.コント□ールパネルのモデム 
で投定してください0 

j LAN カードを使う 

LAN 力ードを 》* し•ネットワーク*境で«うことを可®にするソフトウエアをイ 
ンストールすると、本を LAN につなぐことがで 5* す。 

LAN 力ードは，最大2枚*で »* することができます，通された期*でその LAN 力 
ードの投定 fl が決ま0ます* 

お®いになる LAN カードによっては I 拎自にメモリ19定、方式が決められてい 
ます。この壩合.力ード K 裏用ドライパをインストールして拉定を行う作*が必 B に 
な0ます • 

LAN カードに付属されているマニュアルをお R みの上*これらのインストールと投 
定を行なってください • 

ネットワーク》塢でお使いの壩金 1 システムコンフィグレーシ3ンの 「Power 
Savings ! の«目はすべて 「 DisaDtedJ にしておくことをお助めし*す。 


Wbrd| 


I / O アドレス 


CPUV データを POWCTtf るた似こ，用7るチャネルで. 
いくつ,球が刻り当て5れてい: H 懵》の用311« 
を»つてい5塌 ft は. IKF« だ叢ならないようにする必薯 
び50家すび. WnckJw3*98 ではフラグアンドフレイ颺 
呢により8黉的に鏐«な* 1C 校足され;^ 9 • 


1^0 


IRQ ( W り込みチャネル） 


用に対して込みを燹求するた！チゃネ 
ルで.いくつ;} Hrjmjo が*!〇当て讲てし、求す《 の a 

つている蠲合は. is® 蠼ぴ重ならなし从うにす 
る必資 M5 り衮すび. SVr»0ow5*98 ではプラグアンドプ 
レイ■度!こよ oeurj に*霧9蠊に*^れ裒亨， 
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TJca-— 了； ^ 荊 3 











水注台ハードディスクドライブを*とした0乱畢に»うなどして*擊を与又ないでく c 
さい。 * た、 s _ が*しいところや««を»生するもの(テレビやスピーカ】の a 
くに■かないでくださ I 、 


八ードディスクを取り外すには 

A;JjB 交#の M には • 必ず寒 US の*#を OFF にし TTAC アダプタとパ y テリ蓍取り外 
してください • mrt . サスペンドの状 w で取り外すことはできません。この•台、 
システムコンフィグレーシヨンメニューで**スイッチの鑣艋蟹 ON/OPR サス 
ベンド HU 腌㈣ K こ位#:してください • H82. 83 ページ） 


7 本体右邮 ハー ドディスクド9イブのカバーを聞けます • 


2 A - ドティスクドライブ奄田定している〇ックを内 fllklTC て外し承す • 



J 为パーをつまんで辟かにハ_ドディスクドライブ在引き出します • 



2 J 


八ードディスクドライプを交換する 

本 » ffi には、ソフトウ I アインストール済みの内蔵^\ー ドディスクドライブが 8*2： 
n てい*すび、この八ードディスクドライプを取〇外してソーテック《正の別の八一 
ドディスクに交換することができます， 

«用したいアプリケーションやデータが*えて現在の S 量では so なくなつたり、ア 
プリケーシ3ン別にハードディスクを用*して • そのアプリケーションを®うと ff だ 
け取り艙えるといった使いかたができます • 




J ハードディスクを取り付けるには 


注簠交鸚の舫には、必ず本»思の M を OFF にして AC アダプタとパッテリを取り外 
してください，また、サスペンドの状鼹で®り«けることはできません A この 
壜合 k シスチムコンフィグレーションメ：：ユーで霉*スイッチの®貶を 
OM/OPP (サスペンドを職)に做してく«さ冰(-#82. 83^<-ジ） 

7 コネクタにきちんと接*で!?る*で、ス〇ットに八ードディスクドライプを#入しま7, 



A ；± j | f 八-ドディスクド，イブの上下に注雇して得入してください ■ 
9ベルが上面になります. 

^ 八ードディスクド，イブの a ツクをします， 



d 八ードディスクドライプのカバーを《じます ■ 

分 m * を onk : すると， *« び«!1的と«なるためにパソコンの sii » 爷»めるメッセージ 
が R 示さ n 求す， 

5 0 を押し爹す。システムが « 着さ Hfc 八ードディスクの環境を » み込み • 白 ® 的に 5KT が 
行なわ n ます • 

システムコンフィグレーションメニューの詳しい!•作方法については、 r 第5摩シス 
テムの設定を変える <BIOS〉J (+75 ページ)の設定をおのみくださし、 


土 Note】 


出蔔赙に R 着されているドライブの内 B 


本こ»■ご nr いる a —ドディスクド，イプは，フ : f 
-マット明 ib が滅んだ状 W こなフています • 八-ドデ 
ィスクドライブには.サプデ/レジト u が作成 cn . 各鏽 
のアプリケーシ21ンやブ□グラムが，で c インスト—ルさ 

nr います. 


卜…1 


靳し UA —ドディスクを*うと芒は 


7ドライブに U . Wndw «*0 インスト 
に tf . WrdoywW イン 
^ v . インストー⑽方法に： ura . 


Ifi しい K ー ドディスク I 
一/ UT れてし霣けん • 

ストーん老^つてくだ zrv 、 

撕の Wnci ^ 510マニ;!アよび功阪^ハ • ドディス 
ク^こある > r めにわ fy / R ? いご•くださ“ 
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外部キーポードやマウスを接続する 


本 »ffi 【こは、外部キーボードやテンキー パッ ドまたはマウスを接 K するたのコネ ク 
夕ぴ装镧されてい*す。このコネクタには、 PS/2 用のキーボードおよびマウスを* 
«することがでます • 

A 注簠 サスペンドの 状取では装葡できません • 



本体 Sfl.E にある外部キーポード/マウスコネクタに、外部キーボード，テンキーパ 
ッド、マウスのケーブルを接«します • 

接!*さ n たキーボード-テンキーパッドとマウスは，自動的にごれ家す。 


i 咖 I 外部テンキーパッドを*う 

外 fiBr ン丰ーパッるとこ ia ■さ n ます • 使用できる Wffi に％ VC は籌社テクニカルサポート G ンタ 

内®本 ー ポードで通續の入力奄行ないなげらに使用す へいさわせくだれ、 

る壙含は.キーボードの NUW □ック费 Off . 外®テン 
キーパッドク X ^ lJM 口 y ク奄 0 W にしてくだ亡い， 

68 


D 


システムを »*? る 









外部モニタを接続する 


本»品には I VGA / SVGA 外部モニタを接《するためのコネクタか装〖菊さ n てい*す， 
このコネクタに . VGA 対応のディスプレイやマルチ周波致デイスブレイをすると* 
*大】280 x 1024ドットの解供《で8示できるようになります。 


必ず本 « a の電*を oprc してか 5 接•してください • また • サスペンドの状 y 
で RJ 1 でき家せん • 


>こ〕。 • ffWQ “ I 


t 

J -1 

sP 



コンピュータの H 面に《る外® CRT ボートに、外部モニタのケーブルを播挤します。 
システムコンフィグレーションメニューの Video Display Device の設定び 「CRT 
onlyj または rCRT + LCDJ の壩合は、コンピュータの驪*を入 fl ることにより* 
目動的(こ接 W されたディスブレイに表示することができます a LCD 設足にな！)ている 
場合はシステムコンフィグレーションメニューで 「CRT onlyj または 「 CRT+LCDJ 
の投定にしてくださし、 

システムコンフィグレーションメニューの»しい！•作方法については、「#5章シス 
テムの投定を変える ( BIOS)J (">75ページ）の*9$をお9!みください • 


A • コンビュー■夕本钵の電激を入れてか5、外»モニタの電»を 

• 外部モニタを »« した場 a、WindowB w のコント ロール パ 
r ディスプレイの漏醍 j 蓍»*する必要が®ります" 

供みください • 


入れてく 
V ネ JUD [ 


しださい • 
[砸]で， 


法は次ページをお 


卜 tel 


- IW 9 に表示ディスプレイを切り K える 


を〗•すごとに LCD 0 > み- CRT のみ-し 
CRTHR の_に WO II わ 0 家すな 


it? 

、*•»*•、 r # • ' * - 1•ハ, ■ •«•-> -各 T 曾# 1*4* 《4^«，> • / , 4 ‘ •，： • . • . v 又 • ナメ 







LCO と CRT ^_» 示する場 a . »«する外部モニタは KS したデスクトップ 
»* (解懞 B ) 蓍サボートしたディスプレイを使用してください • 


j デイスプレイの播類を段定するには 

7 【スタート】ボタンをクリックし，メニューの【«*■】•〖]ントロールパネル1を選び承す, 
^ コント□ールパネ而]アイコン在ダブルクリックし、【拉定]を■びます. 

3 (»«】をクリックし.「そニタ j タブをクリックし表す。 

4 [変®】をクリックします。 



b 使闲するディスフレイと一致するちのを»択して、 【 ok 】 をクリックし家す。 
色数や固面の鑕の•本. 35ページをご覧ください， 




システムを i する 
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IrDA ポートを使う 

本®品には、»外»でデータを送受悝するための規格である rirDAJ に逢»した 1 rOA 
ボートが装*されています， IrDA ポートを»»した他の II 器とは、ケープルを接 15 せ 
ずにデータの送受«ができます。 



コンビユータの左侧面にある IrDA ボートと他の费雄の IrDA ボートが {5] い35うように配 

[■します • 

AIrDA ボート蓍«つてデータを送するときは、ボート聞の距« Vim 以内にな 
るように配■してください • また.*償中にポート釅をさ龙 tf ると，通«不能に 
なります， 
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USB ポートを使う 

本科品には， us 日対巧»器を取り付けるためのボートが》彌さ n ています。 
ここでは I USB ボートへの USB 対江痛器の取0付けなどについて K 明し次す。 


^ USB について 

US0 とは. Universal Si»l9l Bus の略で、シリアルインターフェースの規格です。キ 
ーボード • マウス，モデムといった IEi&8 度の ft し辺!* M を ibM27ftS で達场す 
ることができ求す。なお USB ボートを使用するには，する W 辺装！■および利用す 
るソフトウェアが、本インターフェースに対応している必费が*ります。 


j USB 嫌器の取り付け 

本体胃面 (W の USB コネクタに USB の接«ケーブルを播規してください。 

注啻接耰する US 8 W 5 によつ ては、 usenis に 付* I の ド，イ バーを インス トールする 
必變があります. 
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システムの設定を変 
ぇる （ BIOS ) 

WinBook Quattro / X の内®プログラムであるシ 
ステムコンフィグレーシ3ンを®って，本该システ 
ムの松定を»える方法や、パワーマネージメント微 
晚の投定を S える方法につし 〉 て映明してい*す。 

必■に応じて fiR みください • 


J 


J 


1. システムコンフイグレーシ3ンの設定 . 74 

2. ノ t ワーマネージメント 轘 fg の投定 . 82 

3 と 初期 儀 一 霣 • . 85 






システムコンフィグレーションの設定 

本*品では*コンピュータの動作状賅や»*投®があらかじめコンピュータの中に K 
憶されてあり. ap ® を on にしたときに«み込まれるようになつてい sn ここでは、 
これらの設定を変える方法について H 明し*す r 


J システムコンフィグレーシヨンについて 

システムコンフィグレーシヨンとは、コンピュータの fc 作伏 S や環壙設定を iKE した 
0. 現在の設定を*炫するためのプ□グラムです。 


ここでは.次のような«能の！8$が行なえます。 





• カレンダの日付と時 M を投定する (+76 ページ） 

• 棚方法と EB ) ド5イブをする (+77 ページ） 

• 通信ボートを設定する <477ページ） 

• パラレルポートと■昨モードを選択する (—78 ページ) 
• パスワードを K 3 TT る479ベージ） 

• ディスプレイモードを投龙する(479ページ） 

♦ システムの情報を*示する (—80 ページ） 

•校定をデフ: r ルト tttt に RT け81ページ） 

• パワーマネージメント蔺能を*するけ B 2 ベージ） 

• サスベンド供拥を拉定する(->83ページ） 

• スタンパイ*能を E 5 E する(《>83ページ） 

• レジューム*能を眩 E する (—84 ベージ） 
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^メニューと操作方法について 

メニューを表示させるには… 

システムコンフィグレーシ3ンは，メモリに 常 K しているプログラムです。 

このプ□グラムを e 動させるには.コンピュータの BS を ON にした後の@面下に 
rPress < F 2> to Enter Setup 』 と*示されている時、@を押し*す。 

Windows ' 9 が S 動 している状晒からは，システムコンフィグレーシヨンの31$は行 
なえ*せん • 必 ^ Windows ® び gfc する前にこの 揲 作を行なってください e 

操作方法は… 

面面の一番上にはメニューがぁ0、下には3!在の»定状«の一鷲が！!示されています • 
KffiB 目は00キーでメニューを*び.00キーを押すとアイテムを選択でき設定 
を変更で s ます • 反 es 示さ n ている部分が费在 s 択されている®目です • 各項目の 
前に kj がついているもの ij さ5にサプメニューか含*れている隳を示してい*す， 








の B 択 • 16定の方法は） 

.メニューを89?するには . . ィ丨土一で ffij 

• アイテム«8沢するには . SQ ^ —で移動 

• アイテム内を移»するには . . . •一 . iTggtfe ^ j^sriry 

• サブメニューへ移«するには . 一一 . . . _.g 

- サブメ:: ュー • メニ3—からの®* ..•一 . . . © 

• 133^85するには . 一 . 一一 一0/0 

ft メニュー内のみ萣デフォルト W の状*に R すには . 一@ 

ft メニュー内のみ t ットアップ内に入つた明の W 明に S ! すには. 

• » 了するには . 一 . . . "一 . £>dt 

< H $ を変更して終了させるときは> 

(Exit Saving Changes] を還沢して®キーを押すと • 次のメッ t?- ジが表示されます. 

CVes ] を JI 択すると、*史さ n た»定がメモリに K * されてシステムコンフイグレーシ3ンが 

鱔了し家す* 


Setup Condmation 


5*v« conciguration chwiges and ^xit now? 
(Yea) [fk>] 


OB 定を S 効にして終了させるときは》 

lExit Discarding Changes] を * 沢して g を押し、 » 示された S® で [No] を 8« すると * 
更された校定が K •されずにシスチムコンフィグレーシ 3 ン在终了します • 

〇日付と時刻を設定する 

選 IR 項目はメニュー、アイテムの IB で SK しています1 

參カレンダの日付を M 定する 

IMalnl - [System Date ] 

現在設定されている日付が表示されますので、 Tab キーで W 目を抒動し、数字キー 
または 0/ Q キーで日付を入力します • 


|カレンダの時間を設定する 

(Main) - [System Time] 

現在投定されている時刻び表示され*すので、 Tab キーで項目を移動し、»字キー 
または0/〇^—で««を入力します • 




システムの E 定を変又る { BIOS ) 
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J 起動方法を投定する 

• E ® ドライブを®定する 

【 Boot】-[Boot Device Priority ] 

g 動 T るドライブを、フロッピーディスク，八ードディスク、 CD . ROM ドライブ 
から*びます。 

03キーで紀動ドライブを格足して0キーを押すと 、 K 動*先扇位リストの下位 
に移 B ) していき*す a 

(Removable Devices ] を；*に投定すると、フロッピーディスクをセットして 
いると2はフロッピーディスクから*セットしていないときは八ードディスクから 
システムが K 動し*す ， rHard Drive 」 を*ぶと，フロッピーディスクを G ットし 
ているいないにかかわらず.八ードディスクからシステムが gft します， 

^各播入出カボートを投定する 

•シリアル *«/ 赤外糠通價ポートを B 択する 

[AdvarvcedJ - [Integrated Peripherals ) - fSerial port AJ 
( Advanced ] - [Integrated Peripherals ! - 「Serial oort SJ 
外®シリア) l / Sli ボート (Serial Port ) は® WC 0 M 1 (3 F 8 h > で、使用するアプリケ 
ーシ 3 ンによ OR 茔が必若なときは C 0 M 2(2 F 8 h >， COM 3{3 E 8 h ), 
COM 4(2 E 8 ⑴から任*に58定できます • IRQ チャネルは通常4です， 

赤外>83佶ボート flrDA P 0 ⑴は通 》 COM 2(2 F 8 m で、使用するアプリケーシ3 
ンによ ORStf 必雯なときは C 0 Ml (3 FBn ). COM 3(3 E 8 h >, COM 4(2 E 8 fi ) から 
任*に 8 SE できます • 使用しないよう特に S 8 定したい*合は 「 Disabled 』 を*び 
ます。旧 Q チャネル《通常3です • 

水洋 m シリアルポートと#外練 a 價ポートの东一卜*は瞳な5ないように校定して 
ください • な石. COMl <3 F 8 h ) と COM 3{3 E 8 h > または COM 2{2 f 8 ti ) と 
COM 4{2 E & OttBW 使用で5 S せん. 



デフォルトでは.ドライブ_フ〇ツビーディスクドライ 
プから Wlndo する彼に狂つてV你す. 
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• パラレルポートと B 作モード««択する 

(Integrated Penphoralsl •「Paralol ponj-TBase I/O addrossj I/O アドレス BS 
(Ac^arcedl-flntegrsied Peripherals!-rParaiei TOdeJ- fmodej モー 

I/O アドレスは通常は LPTl(378h IR07) に投定します • 使电するアプリケーシ 
により . SStf 必 ■ なときは LPT2(27BniflQ7h LPT3(30Cn IRQ7MCKJE を 
でき* す。 _作 モードは、 通 常 fECPJ に股 JE します • 


3ン 


J 入出カデバイスを役定する 


>フロツビ_ディスクのモードを校定する 
【 Main】-(Diskette A ] 

3モード (720 KB /).2 MB /1.44 MB 〉 対応のフロッピードライプにするかどうか 
を播定します • 通常3モード時は n .44/1.25 MB .3 1/2 J に KS します* 


^ PS /2 マウスを使うかどうかを選択する 

[ Advanced ] - (Internal PS /2 Mouse ] 

PS /2 マウスを使闬する塌合、 [ Enabled ] に殺定し*す，さらにオペレ- 
グシステムでマウスを® 用できるように投定します • BIOS で [ EnaWed 】 

してもオペレーティングシステムで、マウスを使用できないように股定すること 
B できます a 


•テイン 

に投定 




パラレル m —卜 


塞®パ5レ ルボー トは ECPKlfln ； して》り驀16«が 
巧明です， 

ECP«IEEE12B4 零#で if ■されている 


- ンステムる 
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(3 パスワードを設定する 

•パスワード«狡定する 

[Security 1 

• [Set Supervisor Password ! 
•【Set User Password 】 


いず n の壩合も、パスワードに使用できるのは典、 B 字のみで，1文宇から7文？ 
の浸さで投定します • 大文字 • 小文字の区はありませんI 
ノ t スワードの解陈はスワード入力 2HB で®キーを2回押します。 



AJJj * パスワード tt メモ蓍取るなどして: S れないようにしてくださ忘れた*•合は • 
ソーテックテクニカルサポ-•トセンタまでご邏雄ください • 


• E® 時にパスワード入力が必■かどうか*投定する 

【Security】• I Password on boot] 

Supervisor Pa&swooJ* 能を BBC すると、システム E 勳蜊こパスワードの入力が 
必，(こなるよろ IKE できます • 


△注意 


なるので 


383 wore 
、 OA で 


d 贅*用するとド9イブ A 《フ□ツビードライブ >か使用で 5 CK 
:使用する場合 ttSupervlsor PBBBword を*用してください。 


〇表示モードを投定する 

參 gft 時の*示デバイスを BHE する 

【 Main】• [Video Display Device 】 

『 CRT 十 LCDJ を « ぶと * 面至は外部 CRT と LCD の « 方に 5 示？ n ます • FLCD 
onlyj を » ぶと LCD のみ、 fCRTonlyJ を逸ぶと外部 CAT のみに表示されます。 


>J 

HI 

> 

U 

V 

vj 

c 

I 

ぐ 

m 
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つー ドを投定してし浴かどうかがあ予され*す。 

ードウ I ア镧成を R 示させる 

】 • rSummery Screen 』 

ードウエア構成情和を It 示さ e ます。 


fFIODOy checkj はプート時に FDD の検躉を実行 (Enabled) します * 


〇 システム情報を表示する 

• « 用 0 S を»示させる 

【 Advanced 】• [Installed 0/ S ] 

使用する OS の 櫓 類が表示され* if 。 

• パスワード投定情■を*示させる 

( Security ) - [Supervisor Password is ] 



j システムをチェ 
•起 MBS に FDD をチ 


システム©: a 定をる < BIOS ) 
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J システムコンフイグレーシヨンのその他の投定 

•拉定をデフオルト状態に H す 

(ExitJ - [Load Setuo Defaults ] 

各*目の没定®をデフ; r ルトに S します • 

各瑱目のデフオルト•は S 天に一*で*!用してい求す。 

• B 定を而面を M いたときの設定 ffl に R す 

( Exit ) - [Discard Changes ) 

[Discard Changes ] を遘択して®キーを押すと.次のメツ tz — ジが S 示され 
ます。 

5«tup ConnrwAtion 


Lo^d previous configuracion now? 


[ Yes ] を » 択すると， Sffl 目の没定*をシステムコンフイグレーシ 3 ンメニュ- 
を两いたときの19定通に R し*す • 


1たときの19定爾 

B を一的に» 


_校定〇を一特的に保存し*す。 

[ Exit ] - [Save Changes ] 

S 項目の议定 fl を一時的に保存し*す • システムコンフイグレーシヨンメニユ_ 
は» 了し*せ八〜 

【Save Changes ] を実行し、その後さらに S 史を加えてから 【Exit 
Discarding Changes ] 求たは [Discard Changes 1を突行すると、セツトア 
ツププ□グラムに入った時の讎に屏ります。 


ぐ ) JHI 卜 UV VJ き 1 V3V 
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パワーマネージメント機能の設定 

本* ffl には、驪力の消費を仰えるためのスタンバイ ！ IBE • パワー G —ビング供能や • 
アブ 1 J ケーションの実行中 LS * を OFF にすると現在の状態® メモ U に保存するサス 
ペンド*能が招載されています.ここでは、システムコンフィグレーションメニュー 
を使って、これらの釀能を設定する方法について K 明し*す9 
パワーマネージメント嫌能 I こ«する投 7 E は、システムコンフィグレーションメニュー 
の IPower 】 か£>8びます。システムコンフィグレーションメニューの操作方法は • 
75ページを》照してください， 


パワーマネージメント醮抑:夺位定した嫌、位定した内有免にするためにコン 
ビュータを两 e 動してください*このとき、メモリ上に存在していたすベてのプ 
□グ9ムゃデータは_失しますので • パワーマネージメントで校定《#龙る明に 
は、必薈两在のヂータをセーブしておいてくださ U * 



J パワーマネージメント機能を投定する 

• パフーマネージメントを投定する 

【 Power 】• (Power Savings ] 

•「Maximum Power Savings 』 

- fMaximum PerformanceJ 
• rCiiStomlzedJ 
• 「 Disabled 」 

パワーマネージメントの効率を SS $ します。 

• AC アダプタ/バッテリ時のパワーマネージメント？する 

[ Power ] - (PM Control J 

パワーマネージメントをパッテリ B 動の時だけ有効 (Battery Powered Only)(cT 
るか、 AC アダプタ動作の時でも有劝 ( AlwaysHC するかを奴定します。 

• wsw ないときに cpuaaa を濘止させる 

I Power 】• (CPU Doze Model 

CPU ® 埋が必 » でないときに. CPUIfl 理を (¥ 止するかどうかを設定し*す • 


パワーセーブ再優先 
雌優先 
姐3リに B 択 
パワーセーブしない 
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」サスペンド機能を設定する 


I オートサスベンドを投定する 

[PowerJ - 【Auto Suspend Tirr ^ eout ] 

サスペンド ttBB を突行しないと Cf は Disabled に S 8$ します。実行するときは，何分 
後かを5〜⑽で19定します • 


' サスベンド時の清報の保存先を投定する 

[ Power 】• (Suspend Model 

サスペンド W の谓相をメモリに保??する ( Suspend ) か、八ードディスクに霤き込み 
保存する (Save to CHsW かを S 9 定し*す。八ードディスクに保存すると、サスペン 
ド時の惆報をメモリに《持しないくてよいため、パツテリの消!*をより抑えること 
ができ*す。 


J スタンパイ糖能を設定する 

•スタン / C イモードにする 

[Power] - [Standby Timeout) 

システムが一定時 H 稼動していないと判®した塌合、自*的にシステムの S 部品の K 
作は，止し、ディスプレイ表示も消えます。分か 5 16 分の間と Disabled (動 
作しない〉で BSE します • 

キーボードのキーを押したりタッチパッド(マウス》/ HDD/FDD/IAGW)E 携を*作 
するとスタンパイモードは解球？す， 


△注意 


Window *® そ*用している場合、スタンパイで I 9 B を拉定しても、狡足»りの 
時■にな5ないことが® 0* T が、»1•では150家せん • これは何も入力醸作を 
行わなくても. Wmdows *98 白*が白® ft 瑁 (HDD の自 B 保?？やその他の K 槻 
IM 幻蓍行うためで、そのが行われるたびにリセツトされてし《うた«>に C 
こる0»です • 


J スタンバイモード時のデバイス動作を設定する 


• ハードディスクの電源を OFF にする 

【 Power 】• [Hard Disk Timeout ) 

一定 »«HDD へのアクセスがないか、八ードティスクが勖 fP して ua い*合，自 
»的に八ードディスクの_源を OFF にする®貶です • このとき八ードディスクの電 
* は切れますが、システムの動作は®班してい*3,時問は丨分から丨5分の間と 
DisaWed(B 作しない)で没定します， 
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参ディスプレイ鼉示を消す 

【 Power 】• [Video Timeoutl 

一棚«キーボードおよびタッチパッド《マウス〉からの入力がなかつた場合、自動 
的にディスプレイ (LCD CRT ) の*示を消します。このとき， S 示は消えてい求す 
かシステムの動作は期班してい»す，時間は1分から〗5分の«1と Disa り iGd ® 作し 
ない)で股龙します* 


J レジューム拥能を設定する 

• R 定した時 fflM こレジュームさせるかどうかを»定する 

[Powerl - [Resume On Time 】 

iPcwerJ - [Resume Time ) で KS した W 問にレジュームさせるかどうかを股 
定し*す • 



•レジューム時閬を R 定する 

( Powerl -| Resume Timel 

レジュームさせる時閜を時：分：秒で投定します，例えば千後1時にレジュームさ 
せるには I 13: 00: 00と投定します • 

〇箐告音を設定する 

•□ーパッテリ tt « のときビープ奮をすか18定する 

[ Mainl - |PC 0 eeD Mute ) 

パッテリがローパッテリ状*のとき、霤 ftg を W らすか • «らさないかの SKF を 
行ない3：す。有効 { Enabled ) にすると霤 SS が明ります • 


i Nole l クロックスビードが*ちると ffl るときは 

メモリの®だけで!•譯赛行なうようなブロクラムそ爽行し 
てし必_6にスタンバイの松定ぞ行なつていると.稼•次 
«に礦出が iE しくでとが®?).スタンパイに 
な：)てし冢うこと (^50 ます • C のようなと5は.坏功 
( OsaW«mcfi 定してく C 2 U . 


1^1ネットワークを*つている * S 

iStandoy TkrecKitl のはすべて fO^WodJ 
し C ： おくことをおすすめし家す* 
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設定内容と初期値一 


Sv&iemDBte 
Qdteue A. 

CeActePturO 

• Tx » 

•CyMere 


し 

I4^l»k«3 )/T フビーディスクト • ライブ : 

I /«3モー K«SC 卜•，イプ}毛蓮 S して 


•25M&3 


.MiMiTXjm Cmcily 
NUtt Sactor Tranafa 
LBA Modt Control 
•32 BtV 0 


^ tna ( v 3 M 

CCAdaote< l Master 

PCBo ^ r^jie 

WJeoCiKtty Dbmco 
tv Owfciy CWon 
Memcr/Cacl¥» 

Memory 

Extended Memory 
MeyncrrBMO 

MottoyB^c I 


Erabled 

Enatled 

Fast PC 4 


CflTti^CO 

NTSC 

Enat4ed 


HODt « a . します • 

HDOC ^リンタ«»し篆す_暑 WTyce 鹫 AUOt ： し U 
格つ mi €« Kf 出 u て t •« 篆了 • 

HCQtyN ? ド « KP し，す • BffTvWtAAitOCUrtmi 

MWJaUT .^ T . 


供 _ wp 上 a してい 

HDOOtJ クタ？ »r します • 

OfWI «< Vdi ^>5»： T . 

HDW ) フ-，ーマ 9 卜 IW >1 文 


n ば HCOTiW つ 

m ば) CDD » 


HDTO フ: f ーマ，卜 W •駸大答■を我ホし莩す • 
MJD "9 eCtorBTcans » err * 用▼る交クタ•そ•妒し霎す. 

LBA し，,. 

HOCXC アク G スす i «.32 BHUO で行。かど’か « BC し承1この 
BmasatM CM してく だ^、 

HDOT 4 MI モー ド著狸承し;》す《 

デーし*:す • Typ ■苓 AUDI こ▼冬と.•蓦 V 伝*€ 


データし冢す》 Typii ^ AuCDlCT ^ t . •秦な伝 
- KCftO 打. 

^nwy ^ v ^ OB ^ n ^ HOO ^ raftS ^ U *?. 0二：一 

はよ Jd^OEAdmiter 0 Master と m です. 

C のマスタと trHDOW つこと 0* T ^» TJA »« この US につ 
い n 嫌度し机でくだ CU 

QS. □- パッ，リー譬角 . PC わ一卜にビープ雪 IF 禱ら 1 
ひ €H3T し 3TT DIMWOCT^I らし ICT. 

ビデず出方 tf るとィスフレイモードし 
テ卜 《 WM ^^07 ィスルィォブシ3ン€«5^«. 
23 C キ V 7 シ3 •メモリー％曷 W るかしない Crira し承す • ITT 
にする cW * .ビード trtSLt し丨す. 

コンベンショナルメサイズ％表^しま 
in メ C U — W ィズし》す* 

メモリー • 70ク0にインスト ACT たメモリー ( DtT ィズ < T 教示し 

抓 

メモ y —. i ^/ 7 i にインス k - ル en たメモリーのサイズ蓍ま承し 
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WM 1 


シリア』は-卜％ 

シリアルボ- KAfi€nabMcll 

fQcyor Ki /^« ttrr » rv . 


ぶ，. 

cn^rtx 


てい祝: t ? シリアルポ - M ) 


yurjLCajsiV- 卜枝し累す， 

シリアルポート em^nibttjcittenTa 似 » シ u アル • M - 喊 
POWJT 卜 v スを 

KW?4_ IFR ‘ iM モジ ; ！ - ル €TO こす W し WJfyltt し 
PR«mr^：nMA チ r 冰レメニ : i-^wrtt?n«* 

^nmM- hCOMA チ r ンネル «K5 し J す， 

パ 5 レルボ-卜し *，• 

パ 5 レルガー HW^- K«e5l4rT. FCFf»fT^ ： DMA チ f 

: レメ： a さ tyrr 

パラレル： T-NCKJ7 ドレス ttrs します， 

，行レルポー NCOMft チサン :* Jl»«rc しま TT, 

オンポード • フ D ツビー • ディスク 3 ン M3- ラ 》 irarCT る CT し ft 
lAtrfiS し 

O- カル . /OJRdCEP ダブこする CfU^XT«CEb ， y, 


OJRdCEP ダブする CT 七 ^ FtXTKEU , す • 


PS /2 TO ス: 

ACT * ダブタ5®。外ぞ .LCD 
撕するょう iz » rr ? XT . 
fWT る GS によし yT . ^ iOO ^ tSar ^ Tir . __ 
ユーザー / a ワード ai »! nrtN « かどラ a ® 表示し，す • 

力 t - パイサノ txo- ド洛かどうか鲁 «^ します • 
ユ ー tf/a ワート • 眘肢し : r す . JWIJ5 入力 ■ で！ ^- tffy と晴 
9^r\9t. ユ ー tr 一 ja ワード suce すると，フ〇ッビイデイスク 
への■玢込みは銀止さ 

スパーパイヴ/ a •ワ ー*•■«» し》す. * WUXT 3 BBT ? y^-€lf 
»と jwirn ます • そ《_ < 1-サ_，(スワ_卜わ11充してし1ると，ユ 
—ザ"^ (ス9_ KMW 5 n » T . 

tllHU ： パスワー■い t くる■いてこないか*尥霣し * す • 
D1MD 冷 d でシステム3ンフイグレ-シ3ンメニ:!一に入ると €• 
Enatt«JTO さ 6<C システ ixO» にもノロ 9— ド•故、てき，蓼 • 
HDD のブート • tf クタにブ a •ノク2れ竇にアク t! スできるかど3か «R 
亂»す.攀 mi：Sii3«vao^»*7 —ド WKP ズおく必■が!^求す • 
TOCXC アクせスする的に Su»vteor/a9 - KfiMrWJUMf/ ロワ 
ード聲笥ノ T <曷ょうに霣«し* 7. Sucorvlsor 甏纜矜すると. 
SiMMfior； a ワー K % 入巧するブ WDO(C：P ク M で CJH 
ウィルス，エック®す&よ3にというメッ G- ジ奮段示する0\ど3 


D は ab 格 d でシステム:}ン7ィグレ-シ3ンメニ:！ 
Enacted では 26 IC システム*£重«に N 口 9- ドを麵 
HDW ) ブート • セクタにブ a シク2れ竇にアク tz スでき 
* b * TT . 攀的こ SuD « v «0 f / Cl 9 —ド«»ズぉく I 
TOCXC アク t ! スする躍)に Su » vhor / a つ一 ^ 9 tr , 
-ド tv ノ T くるように IBS し*?. SuoBrviBor 
SuoaMeorj U ワー碎人わするだ W rRXXC アク 
ウィルス，エック《す&よ3にとい3メッ G - ジ奢: 
か M し»す， 

システムの H •タクアップ赛するよ 3 にとい 5 メ 7tT_ 


fi する cr > ど3 


よ3にと U 5 メ 7せージ数侵承，るな 



メニ!1一 


アイテム 

WContrci 

fronts Savvies 

SwrKtnrTmttXjt 

Auco SusocfKl Tinri 
Suspend Mcd 9 

CPU Coze Mode 


Hard D6k T.mwjt 
WteoTin>«oai 


デルト BSB 

Btttay f :\ M 9 cd Or 


l 

パ 9 -マネージメント期 d 八ッテリだけに**さ:?るか. 
AC アダプタ IWft でせる妓败し:？ T . 

パク？ 1 -.のみマネジメントし，す， AC アダブ7 
•_3/ f 7 -マネジメントは•せん • 

ブ D-J CU / スタンパイ聲投定し震^ 

キーボード，マクス . KXX TO . PCW * 有そ行い豕す， 
メモリ^)"••にプ M しサスペンドし蓼 ▼• 
ScBwwJ ^ rni «> t リに M 2 tt る rnSueoentfi . 八-ドデ<ス 


lCMnuto 6 


メモリ 


Scat»fKmrni?r>«U に M2tt る J^SuaMntfi. ハ_ 
クに毫着せる⑺ Sm to Ohki?*«LTT. 

Cfvr イト•ル■モード • パワー tr-t^ ングぞ菁功に v 
し，賓. On«F するとシスチムかビジーでは义 C- 
o-y^ ンし rr. 

KXWjy 方イマ _«KE し》曾， H0Q^>7 ク它スで镰 》t« 
■••ホの; f フタイマー鬌®*し 》T. 等ーポードとマウ: 
スで動作？ F_w>3TI, 


CPU びス 


x®t - yj-i T-«asL 

函看 1WD；f フタイマー寒®#し*す • 争ーボードと7ウスのアクセ 

rt^ffiwirwjr す • 

•看になる _C/07 —.マスージメント.モードに入 
かと 5cr«? し隳す • 

yfV 形 ■■# なく®，たときブスペンドす豢ヴとうな金 K し 




Sjnrrvr/Scraen 


Oui^eoxUM 


フート 
数^承 5. 

プ-卜碑 nc システム • 
ろ打 m し$す • Ena 
システム•ザ PCSTM 


テム • ：5ンフイギ J レーシ 3>«t»€lWtC せるかと 
, Ei\dD 給 (JCW5 し》曹* 

ス年 7 ブす备〇 • どう .trtKE し嫌す . 
















MEMO 


ーシステムの®定を変える ( BIOS ) 
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トラプルが起きたら 


J 

J 


トラプルしたと2のこ? Mtt 方法について IK 明していま 
V . 5まく齡作しなし、と疗穿どに15»!みくださし、 



1. トラブルの頃因と対処方法 . 9〇 





トラブルの原因と対処方法 

本のご®用中に何5かのトラブル生じた場合.ます' どのような伏肱であるの 
かを嫌於し，対 ffi 方法にしたがつて処霪を行なつてください* 

もし • 対 ffi 方法 ao にしても解決できないときや、ここで r 明？ nr いる以外のトラ 
ブルが発生した堳合は， r ソーテックテクニカルサボートセンタ j まで ca « くださ 
い •（4 14ページ） 


注童キーポード，およびマウスか 5 の入力雹一切受けつけな UttM (ハングアップ状 
W といいます〉になったときには、キ—でソフトウェアリセッ 
卜费行ってみてください。もし、霉»を立ち上げ B しても復 I •できないときは、 
テクニカルサボート tr ノタ r でご*18 ください • 


•電*スイッチ？入れても動かない 


考えられるな® 

Wfi 方法 

AC アダプタが正しく接«されてしし\〇 

AC アダプタを正しく »«してくださ“ 

バッテリが充電さ n てい机、 

AC アダプタを接 K して，パッテリを充爾し 
てからご使闲くださし V 

AC アダプタが故嫌している • 

也の*?® a を a じコンセントに# w して， 

«，くかどうか K1S してください。ちし正常に 
ブばアダプタが®■してし兄、可能 ti び 
y す。その® a は..わ貢い求めの®! fts にご 
«3» ください • 

本体が故峰している • 

ゐ他咪めの期売店にご相»<だ？し v 


•ffi 面に何も*!示されない.または見にくい 

有え5れる*因 

対»方法 

電入っていない • 

r •電*スイッチを入 nr も ft かない J 餐栢 

ディスプレイの角«が®い • 

ディスプレイを見やすい角.5•こ aw してく c 
さIV 

ディスフレイにムラがある • 

ディスフレイは.度などの影 ■ 
によって*示が*わる特性び¢0求す*ムラ 
び45るのは故_では¢0承せん， 

表示モード13定 tfC 只 T only で • 外部ディス 
プレイの電 H が OFF に坏ってい?)， 

3ンビ3—夕の®灞を on し a してから円 
度.外*ディスフレイの亀费スイッチを0 J 
にして<ださい0 















ドディスクか 5 立乾上がらない_ 

•えられる•琴__ 対》方法 _ 

フロッピードライプがプートデバイス ICJBK フロッピーディスクを出して，キーボードの 
れていて，かつフロン ビー ディスクがドラィブキーをど n か坪してくださし、 

にセットされてし A 

八ードディスクびしフか〇と»«?れてい wu 八ードディスクを9ツチがかかる紊で!•し込 

んでください • 


• Windows ^ が起動しない 


考えられる*因 

対 《1 方法 

メモリテストが正*に行なわ n るのに s 動しI 
ないときは、システムコンフィグレーシ3ン 
の！^び鬮遽つてい求す • 

システムコンフイグレーシヨンの拉定在デフ 
オルトに度してください • 

481ベージ） 

Windows •のレジストリ (US な fi 足が保存 
されているファイル1¢/霸れるなど.システ 
ムに fl らかの轉害が発生してい爹す。 pr こ. 

K 回， Wln<j0W3®a» 正 W こ«了で！5ていま 
せ、 

零 * を入れた鼸#から T つと fSil キーを拜し 

1 ていると紀《1メニューが*示され家す。ここ 
で. rsafe モード」ぶと，通常の S；E 
ではなく*本的な®足だけでせること 

びできます • また， rstep-by step 
Conffmaton： «コマンドのを WST る 

J を選ぶと.纪»コマンド在〗つ，つ* K し 
なびら起 ID でさます， Wlndcws®Kft 押の 
トラブルの n ■こ:> いては WirwJcDws^cO マ 
ニュアル•のトラブルシューテイングをお R み 
くださぃ. 

•フ□ツビーディスクの内 B が嫌み■きできない 

鬌えられる (R 因 

対贴法 

フ□ッビーティスクぴ正しく它ットされてし、 
«し、 

フ□ッビーディスクを正しくセットし幽し 
て.ラー*や 0* してください • 

フロッピーディスクがフォーマットさ n てし、 
«し、 

フ□ッビーディスクをフォーマットしてから 
こ甲ください* 

フ□ッピーディスクの内 s が «n てし成 u 

«n た内8は元!こは潰せません a パックアップ 
を®つて35る場合は.そご使用くだ 

フ D ッビーディスク811び故輝している。 

8KD フ□ッビーディスクを tr ットしてち R み 
霱5で5ないと e はフ D ッピーディスクドラ 
イプび 3OT していまお貢い求めの Ifc 売 e 
にご相较ください • 

フ D ッビーディスクび■き込み»止状こな 
つてい？ U 

ライ トフ□テクトノッチを窗亡込み DJ 能状明 
にしてく (♦ 42ページ） 

3 モードド9イパがインストー/レされてし屯 

い吠明で. 1.2MB フォーマットのフ□ッビ 
ーディスクぴ它ットさ n ている。 

3 そードドライバ在再インストールしてくださ 
し、 UZS , 出孩两 13, こインストールされ 

ていますので. ）.2MB フォーマットでも/その袤 
ま RC ことがで5ます • 

フ〇ッビーディスクのメモリー钱分で 
ない. 

不變なファイルを好!*するか.新しいフロッピ 
•ディスク^してくだ ff い* 



















奉スーパー VGA , XGA モードにな5ない 


碑足5れる朦因 

対〇方法 

DOSW _ で®作するアプリケーションを® 
かし r いる * 

LCD、CRT (外《ディスプレイ>ともに DOS 
モードでは 640 x 480 ドツト*示しかで5 
まな奴 


籲いきなり画面が胸えた 


穹足5れる臑因 

mm 

*:» コンセント.または AC アダプタプ5グ 
が外れてし\る_ 

コンセント袤たはプラグを#しでくださ 
い • 

サスペンド • レジュームやパワーセーブを ft 
a にしてし^*壎 ft， set の WM になったので 
レジューム/パワーセーブ tt® に入つた， 

河かキーを押すと元の伏»こ贋り，す， 求 た、 
サスペンドしてし v ^4| 合には霞及スイッチを 
押してくださサスペンド•レジ:2—ムゃ 
パワー tz —プを使わないときは.システムコ 
ンフィグレーシヨンの投定を変更してくださ 
U * {今83^-ジ J 


籲印嗣できない 


考え5れる*因 

対贴法 

プ 1 J ンタの W が入つていない， 

プリンタの huh を入 n てくださし\〇 

プ ij ンタケーブルが外れている • 

プリンタケーブルを正しく播较してください， 

咖 wutjy 入。てい移い， 

0)81 用紙を入れてくださし、 

參外部マウスが《>作しない 

弯又5れる*因 

対*方法 

ケーブルが外 n ている.または接«され 
ていない0 

褚》ケープルを正し<播《してください•ち 
し»かなし货8合には.再 * IMS 入 ns して 
くだ a ■い • 

霱灝投入後マウスを«« した. 

«を W 投入してください0 

通正なマウスドライパを®用していなし、 

使用 zrn るマウスにされているマウスド 

9イパを正しくインストールしてくださ u 

dos アプリケーションを® m している， 

00 S アプリケーションでマウスを便用する 
には.マウスドライパー wouse . cok ^ が 
必要です.お手持ちのマウスに*何している 
ちのをご®用くださし、 




トラブルが！ M きたら 
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•押した キーと 遵ラ文罕ぴ戮 ホされ る 

有又 5れ る*因 

対肪法 

CAPS ロック. NUM ロック.•ひらが力 
タカナ•キーなどが! 胃*:) て押さ nt いる • 

各车一を目的の文罕びタイフされるように色 
わせてくださし、（今48ベ • a 

_S が_5ない 

脅え 5れ る顯因 

対肪法 

Windows®^ ミキヴ ーでミュー トがチIッ 
クされている， 

ミ:2— 卜のチ Z ックをはずしてください • 


考えられる*因 

対财法 

パッチリ容璗が ¢<9 つている • 

AC アダプタを癟«する家たは 一 ff « J 9 
€ W つて充電濟みの ノ《ッ ，リ贅 K 着して 
くだ 

AC プ 9 グアダプタが外れかかつている、* 
たは外 nr いる • 

正しく播嫌し蠹してください • 

- 

•表示される日付や M 刻が正しくない 

考えられる R 因 

«肪》 

日忖や RWfi 定をしてし屯:いか.《遍つた K 
定になつている， 

I しし、 BM や ft W に»定し■してください • 

<_ 76 ページ） 



















•サスペンド • レジュームできない 

_龙5れる》因 

対50方法 

シス？ムコンフィグレーシヨンメニューの设 
定が正しくなし、 

システムコンフイグレーシ3ンを开び出し正 
しく 13足を行フてください •（4 83ページ） 

パッテリ8■がなくなつた • 

AC アタフタ爹たは无霉肩みパッテリに交* 
し两求®月を入 n_ してください， 

26ページ 1 


• CPU ク□ツクスビードが LOW スピードになる 


考え弓れる•因 

対方法 

CPU が才ーパーヒ_卜してし逆， 

LOW スピードの求李®用してください〇 _ 
龙の龙*まで下がると、白動的にのスビ 
ードに*0ます。 

スタンパイモードに入つている* 

スタンパイモードに入ると、 CPU のスビー 
ドび目獻的 U ■落ち家す。スタンバイモードが 
使用する•塊に*さなし，台は.シスチムコ 
ンフィグレーシ3ンメニューの 「Standby 
Timeout 』 の AS 目を. DsaWed にして 
<ださし V 
(今…ー ジ） 


A 注童八—ドディスクを筆る*は I ドライブのみの傢理もしくは交期となります， 
ハードディスクに ie 镰されているアプリケーシ a ン、データなどの供 h. 修復は 
いたしかねますので.靈竇なものに： DtVCtt 必ずパツクアップ費とつてくださ t 、 
八ードディスクの内窨奄出こ•合は、有憤にて*つてお〇素す • 
















Appendix 

革ユーザーズガイドの索引、本 » s の仕こつい 
て記載しています4必 HI こ応じてお R みください* 


1 Wind ⑽ s ®98 r <0 

ノでワーマネージメント*®の S 用 . 96 

2. 乔外嫌通倍について . 97 


3. 家引 .. .98 





7 j Windows ®98 でのパワーマネージメント 
麵の使用 

Windows «9 B では、目！^に CPU のクロックスピードをコント□ールして電力を (P 
約する APM という《疮が徵いており，これによ 0* 時間のパッテリ使用がで«るよ 
うになつています* 

さらに，パッテリ使用時 W を S くしたい塌合には 、 「Power Savings 』 と「オートサ 
スベンド J の**を利用する必 H があります（483ページ) • 

しかし、 Wlndows ®98 の CD - ROM オートスタートの»能&嘴»になっていると、上 
K のサスベンド馥能を利用できません • Ct > R 0 M オートスタートの截能を停止するに 
は次の手，で B 5 E を変更してください， 

7 [スタート】ボタンをクリックし， iKtrn) -【コント□ールパネ;レ】を«び承す • 

^ コント□—ルパネルの中の【システム]アイ：3ンをダプルクリックし、【デバイスマネージ 
ャ]奄 aa ます， 

3 コンピュータの r 月目の^ FCD - R 0 MJ 在ダブルクリックします， 

今 rTOSrtBA COROM XM 1 702 BJ (COROM の場合）奄ダブルクリックします， 

5 ria^j 在クリックします。 

&オプシ3ンの中の [擇 入の知]の w 目の*に®るチェックボックスをクリックして 
チ I ックマークを湃し* [0 K ] 在クリックします • 

/デバイスマネージャの BE び表示 2* れるので、[閉じる】をクリックし茨す， 

8 r 今すぐ再 g 動しますか？ j と标されるので，【はい(丫>】をクリックし家す* 
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2 ) 赤外線通信について 

WinBook Quattro / X には赤外の手段として， Windows ®98 のケープ)レ接研 
があります。 


J Windows ® 98 のケーブル接統 

««先のノートブックコンピュータをドライブとして W 0 当てて、任意のアプリケー 
シ3ンよ〇アクセスすることができます，この場合.過«相手のコンピュータのオペ 
レーティングシステムは. Wmdows ^ S である必爾があります* 

Windows ®9 B のケーブル) Bl « の方法については、次の手_でヘルプを_いて* 
坊してください。 

Windows ®98 のケーブル擯續の KEJ 5 法 

7【スタート】ポタンをクリックし，[へを a び，す • 

2 r キーワード J タブ 管 クリックし、 r ケーブと入力して rEnterJ を} f します。 

3 r » 外*«8によるケーブル格 w をセットアップするにをクリックし、 I * 示】をクリック 
し家す。 


A ：±frn コントロールパネ)にある r * 外縑モニタ J は、 Wlndow ^98 <D ケーブル 
*« を便用するときには*»にして15く必響があります.次に*この位定の* B 
方法蓍示します • 


# [コントロールパネル]の「»外靡モニタ J アイコンをダブルクリックして.「赤外繡モニタ J 

を eii し家す • 

^ f オプシ s ン J の欄を*択し.「次のボートで#外臁《«を®用琛覼にするの»目の 
チェックマークをクリックして.使用目的に合わせ re 足を#史してくだ c ■し、 

d 【〇_ぐ]奄クリックし r * 亦外！•モニタを au ま T ， 


Windows®98T? §3l-<J^!v‘yv 了恭辞 8 洧迪ヽ §lf^ 箱 ffifsn 


ri osr 
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ドの tt き•し 

ズ•… 


外*オーディオ霜器 
外®: RT ポート 


外财ーポード .. 

外财ーポード/ 

マウスコネクタ •••• 

外®テンキーパッド . 

外*マウス .. 

外#入力 II 子 . • 

カタカナキー . . 

カタカナ . 



エスケープキー 


アイコン . 

アプリケーションキー 


21 


トボタン 


486363-375569B9B868686B5548S 



カタカナ/ひらがなキー- 


かな記号 . BS 

カナ . 40 

か®入力 . 50 

カバー_け閉め .1 B 


カバー_け閉め . 18 

咖の«« . .35-37 



キーボード .44—49 

キヤツ^^□ックキー .••••.4 B 



クリック .30.32 



小文字モード ... 48 

コント □ー ル キー . 48 



争•參參••參參•參•參參參參•參參參 

骰^化 ..••••••• 

サウンド禳躕 . 

サウンドレコーダー . 

サスペンドステータス LED 
サスペンド • レジューム 
サボート . 


54 


•26 38 -39 


.29 

•34 

•34 

55 

.59 

.23 

83 

.14 



.. •••••春 


システムファンクシ 3 ン キー . 45 

シフト：^- . 48 

シリア J レボート . 21 • 77 

TM . 24 

充電 LED . 23〜25 














































R 字 .49 *52 

スク□ール〇ックキー . 49 

スタートポタン . 31 .33 

スタートメニュー . 33 

スタンバイ . 38 -39 -03 

ステータス LED . 19 23 

ステレオスビーカ. . 21 -54 

スピーカ. . 2154 

スペースキー. . 48 



，脚キー. • 
9外《通佐 

全《 ••• • 


. 44 

…71 *97 
•• 48 • 50 



19 29 


タスクパー 
タッチパッド 
タブキ- 




テクニカルサボート FAX シート K 入 TO 紙 . M 


デリートキ_ 

爾潭 . 

■*LED … 

スイッチ 

テンキ— • • 



. 47 

•24-28 
23-24 
••19.28 

. 49 

. 68 



WSt . 31 

ドラッグ . 30 32 

ド□ツプ . 32 


日本期 入カシス チム .48 -50 

方法 . 48 50〜52 

入カモード . 50〜52 



八ードゥエアリでット . 29 

八ードディスクドライプ . 21 -66 67 

八ードディスクを取り外す . 66 

八ード，ィスクを»り付ける 67 

八イパーターミナル . 65 

パスワード . 79.80 

パックスペースキー 47 

パクテリ . 2 \ *24 -25 

A ッテリパック .24-27 

ノ（ッテリ BTS 用フック . 21 -26 

バッチ ULED .23-25 

パ9レルボート . 2178 

パワーマネージメント . 82 

神 . 48-50 

字 ft / 金角キー . 48-50 

n ングアップ . 9〇 



ビーフ B 

日《 . 

ひらがな •• 
ひらがなキー 


25 • 64 84 

.......... ^ q 

••••.44-50 
. 48 



ファンクシ 3 ン キー .47-48-52 

フ：マット. . 41 -42-67 

フ: r ントサイズ， .35-36 

ブ今グアンドプレイ . 65 

プリントスクリーンキー^7 

*"7 n ツ yr ノ フク • ^2 

フ〇ッビーディスクドライプ . 21 -41-42 


内*マイク .19 -54 

(一 □ ツク .. 49 

〇ツクキ. . …… . 49 
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AC アダプタ . 

AC アダプタコネクト /？ HED 
Alt #-. 


. 2124 

■23 -24 -25 
. 48 


Back Space キー 


4フ 


CAPS ロック LED 
COROM ド5イブ 
CD プレーヤー… 
COM 1-4. 

CPIX キー . 

Ctrl ^-. 


. 23 

21 22.56 
.58 

21 •フフ 

.48 

•• .48 


DC 入カコネクタ 

Delete キー . 


■21 

.47 


Enters- 
ESC 午一 


-47 
.47 



HDO LED 


• 23 - 20-64 


I / O アドレス 
Insect キ— 


IRQ - 


.• • • • *35 

…… 47 
•19*71 
……65 


ヘッドホン . 19-55 

ff 财- . 48 


/ークキー- 


ポインタ . 

ボ ij ユームコント□一 JI 


. 47 

. 31 

•40.60 


マイク■•… 
マイク入力 
マウス… 


• 5〇 

. 54.55 

•32 68 -70 


顫**キー • 


•48 


メディアプレーヤー 


.59 


文字入73 キー…… 
モテムカード . 


.44 • 46 
. 65 


ライトプ□テクトノッチ 
ライン入力 . 


42 

19 


Ut 2 ット 


•89 


レジューム . 39 - 84 


D- バツテリ 
D —符入力… 
□ツク伏感 . 


. 84 

50-52 
. 44 
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SCRL □ック LED …… 

Shift キー . 

Suoervisor Password 
SVGA . 




Pause Break キー .47 

PCMCIA « K | .62 

PC カード . . 62 〜 64 

PC カードさ爰し .63 

PC カードスロット . 19 63 

PC わード LED. 23-64 

PrtSc^-. 47 

PS/2 マウス . 78 

PS/2 外部キーポード . 68 


MIC IN. 19.55 

MS -4 ME 98. 40 SO 

MS * 0 OS • .42 


NUM □ック LEO 


.49 

.23.44 


1.2 MB .41-42 

1.44MB . 41-42 

3.5 インチフロッピーディスク . 41 

3 モードドライバ . 42 

720KB. 41 
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